
供
給
債
格
と
生
産
法
則
と
の
関
聯

1

1
主
と
し
て
ピ
グ
!
の
提
論
の
吟
味

l
l

山

回

雄

内

~ 

fr 

一
、
競
怠

ニ
、
限
界
純
生
産
量
の
均
等

=
一
、
供
給
償
絡
の
性
質

図
、
理
想
的
生
産
量

豆
、
自
由
競
争
の
前
従

-

題

音

本
稿
は
ピ
グ

1
の
『
供
給
分
析
』
と
稿
す
る
問
題
に
就
い
て
、
そ
の
二
三
の
要
黙
に
封
し
、
紹
介
批
評
を
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

註

ω

、
、
、

る
。
ピ
グ
1
の
著
『
厚
生
経
済
歯
学
』
(
そ
の
第
三
版
は
一
九
二
九
年
)
の
第
二
編
の
主
題
は
『
一
閣
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類

ω
生
産
諸
責

供
給
僚
絡
と
生
産
法
則
と
の
閥
聯

(
山
間
)

一O
五



東
京
肉
科
大
胆
午
併
究
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終
済
率
研
究

E
L
-
-
J
A

‘
b
匂叫

A
d刈
一

民

団

() 

ノ、

加

HV円
C
円

H
H
H
$
7
6
5
3
2
2
宝
が
各
種
の
則
詮
或
は
職
業
に
分
布
さ
れ
る
方
法
如
何
に
よ
っ
て
園
民
分
配
分

E
F
2
0
ロ
PH
仕
え
Q
O
H
H
Q
の
太

さ
が
増
加
し
え
は
減
少
す
る
原
因
』
(
ヲ
百
戸
引
用
は
第
二
一
版
に
よ
る
)
を
取
扱
ふ
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
ピ
グ
I
ば
生

士
州
諸
資
源
或
は
生
産
諸
要
素
が
最
も
有
利
に
分
布
さ
れ
る
僚
件
を
尋
ね
、
そ
の
僚
件
が
自
由
競
争
に
よ
っ
て
滅
さ
れ
ざ
る
こ
と
を
論
十
る
。

そ
の
珂
由
の
一
つ
は
、
自
由
競
争
の
一
下
に
於
て
牧
穫
逓
減
或
は
牧
穫
遮
増
の
法
則
に
基
く
償
格
鑓
化
が
生
産
者
と
消
費
者
と
の
聞
に
利
害

の
不
一
致
を
導
く
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
印
ち
供
給
分
析
の
問
題
の
封
象
と
た
る
の
で
あ
る
。
ピ
グ
ー
の
こ
の
分
析
に
就
い
て
は

従
来
多
く
の
批
判
或
は
論
争
が
あ
り
、
ピ
グ
l
自
身
も
そ
の
説
明
に
数
度
の
修
正
を
施
し
、
殊
に
国

g
g
E
o
FロE
P
H
Q
E
H
O
H
φ
留
)

誌
上
の
論
文
，
=
k
F
戸

P
E
P
-
3
Z
丘

E
E
V
]
ア
w

及
び
こ
れ
に
よ
る
『
厚
生
経
済
皐
』
第
一
二
版
中
こ
の
部
分
の
補
訂
に
五
っ
て
甚
だ
詳
細
を

極
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

-
右
に
示
し
た
如
く
、
ピ
グ

1
の
問
題
は
生
産
諸
費
棋
の
産
業
問
へ
の
分
布
と
い
ふ
こ
と
に
関
し
て
、
謂
ゆ
る
牧
穫
法
則
と
債
格
理
化
と

の
闘
係
を
問
ふ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
生
産
の
理
論
と
債
格
の
珂
論
v
と
の
両
者
に
ま
た
が
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
黙
を
今
日
如
何
な
る
形
に

於
て
取
扱
ふ
べ
き
か
は
少
し
く
説
明
を
必
要
と
す
る
事
柄
で
あ
る
。

収
穫
逓
減
の
法
則
を
農
業
或
は
由
凶
作
E
D
E
4
0
た
産
業
と
結
び
つ
け
、
牧
穫
遮
増
の
法
則
を
工
業
或
は

8
5可
g
t
J
6
な
産
業
と
結
び

つ
け
る
こ
と
は
普
通
に
屡
々
見
受
け
る
考
へ
方
で
あ
る
。
殊
に
古
典
事
派
に
あ
っ
て
は
、
比
較
的
踊
っ
た
見
方
が
支
配
し
て
ゐ
た
。
牧
穫

逓
減
の
作
用
は
専
ら
土
地
の
生
産
力
に
閲
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
作
用
は
地
代
の
殻
生
を
導
く
と
共
に
、
そ
の
場
合
の
生
産
物
の
相
封
慣

格
を
高
め
る
も
の
と
解
さ
れ
た
。
主
と
し
て
取
扱
は
れ
た
も
の
は
穀
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
穀
物
と
い
ふ
吉
葉
は
、

マ
l
シ
ァ
ル
が
正
賞

に
指
摘
し
て
ゐ
る
棋
に
、
農
産
物
一
般
と
い
ふ
言
葉
の
崎
語
と
し
て
則
ひ
ら
れ
て
を
り
、
且
努
銀
は
そ
の
意
味
で
の
穀
物
の
慣
格
に
伎
作



る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
た
め
、
努
銀
を
遇
し
て
農
産
物
以
外
の
諸
の
生
産
物
の
償
格
へ
影
響
す
る
開
係
も
刷
ら
れ
て
ゐ
る
。
他
方
に
、
牧

穫
遮
増
の
作
用
は
分
業
或
は
一
般
に
改
良
進
歩
一
と
呼
ば
れ
た
も
の
と
結
合
し
て
問
題
と
な
り
、
こ
の
作
用
に
よ
る
労
働
節
約
を
通
し
て
そ

の
場
合
の
生
産
物
、
主
と
し
て
工
建
物
の
相
封
債
格
を
低
め
る
も
の
と
解
さ
れ
た
。
古
典
汲
経
情
壊
の
慣
値
論
及
び
分
配
論
の
按
心
は
農

業
封
工
業
の
開
係
と
い
ふ
問
題
を
離
れ
て
は
殆
ど
理
解
し
難
く
、
こ
れ
と
併
せ
て
牧
穫
法
則
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

生
産
保
件
の
地
方
的
差
異
を
基
礎

E
す
る
園
際
分
業
論
或
は
岡
際
情
値
論
の
形
に
於
け
る
産
業
分
布
の
理
論
も
、
そ
の
読
主
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
式
典
準
汲
の
こ
れ
ら
諸
理
論
を
通
じ
て
再
々
の
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
一
つ
の
叫
探
知
が
あ
る
。
そ
れ
は
土
地
の
地
味
又
は
分
業

と
い
ふ
が
如
き
技
術
的
閥
係
を
そ
の
佳
直
接
に
需
要
乃
至
慣
格
と
交
捗
さ
せ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
需
要
と
封
立
せ
し
む
べ
き
も

の
は
買
は
生
犀
費
と
生
産
数
量
と
の
閥
係
で
あ
り
、
こ
L

か
ら
償
格
を
導
き
更
に
こ
れ
を
通
し
て
技
術
を
見
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
と
い
ふ
解

揮
は
、
古
典
準
況
に
は
扶
け
て
ゐ
る
。
彼
等
も
生
売
費
を
取
扱
っ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
直
に
憤
格
で
あ
り
、
ま
た
技
術
開
係
と
需
要
閥

係
と
が
直
に
落
合
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
生
産
費
左
生
産
量
と
の
間
に
存
す
る
調
節
的
作
用
は
明
に
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
例
へ
ば
穀
物

の
慣
格
は
牧
穫
遮
減
の
傾
向
に
支
配
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
『
穀
物
に
封
す
る
需
要
に
臨
や
る
怠
め
に
尚
北
〈

F
に
生

産
を
行
ふ
こ
と
を
飴
儀
た
く
さ
れ
る
最
も
不
利
た
る
事
情
」
ハ
リ
カ
l
ド
)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
古
典

皐
況
の
こ
の
態
度
は
、
更
に
言
葉
を
か
へ
て
、
経
済
的
た
る
も
の
を
そ
の
意
味
に
於
て
瑚
解
せ
や
寧
ろ
経
済
外
的
た
も
の
と
の
決
定
被
決

定
の
閥
係
に
於
て
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
う
口
つ
で
も
い
L
だ
ら
う
。

、.、.、，、
..
 

、.、，、.、.

今
日
Z
H
K

は
、
債
格
の
成
立
を
均
衡
の
問
題
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
僚
件
と
し
て
供
給
と
需
要
と
を
封
立
さ
せ
る
こ
と
を
事
ぶ
。
印
ち

供
給
量
と
需
要
量
と
を
そ
れ
ぞ
れ
慣
格
の
向
教
と
見
、
謂
ゆ
る
需
要
両
数
と
供
給
幽
教
と
が
相
人
H

ふ
貼
に
均
衡
債
格
が
成
虫
す
る
と
考
へ

供
給
債
格
と
岸
一
夜
法
則
と
の
閥
聯

(
山
川
)

(
い
七
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終
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学
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策
一
‘
披

fヲ
ノL

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
マ

1
シ
r

ル
汲
の
人
々
1
1
1
1
勿
論
ピ
グ
ー
を
合
め
る
!
lー
に
よ
っ
て
『
供
給
偵
機
』

田口
]
V
H
V
H
U
1

同
)
]
司
山
口
。

と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
術
一
請
が
あ
る
。
供
給
債
格
と
は
供
給
同
教
と
同
義
で
あ
る
が
、
此
の
抵
の
人
々
に
よ
っ
て
は
そ
れ
は

常
に
牧
穫
法
則
1

1

私
は
稿
寅
義
に
『
生
産
法
則
』

E
い
ふ
語
を
則
ひ
た
い
ー
ー
を
某
礎
と
す
る
も
の
正
解
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
マ

1

シ
ァ
ル
で
は
、
生
産
法
則
の
三
つ
の
態
様
に
臨
じ
て
供
給
慣
格
の
一
つ
一
つ
の
態
校
(
逓
増
・
遮
減
・
不
品
質
の
供
給
曲
紘
)
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ

る
(
大
塚
金
之
助
氏
謬
7
1
シ
?
U
F

『
終
済
率
岡
山
関
町
一
第
一
言
加

V

・3
・0

を
見
ら
れ
よ
」
。
ピ
グ
ー
で
も
大
樫
同
様
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
場
合
の

ツ
シ
ヱ
・
ヂ
ゼ
ツ
円
ソ
エ

生
産
法
則
は
単
な
る
技
術
法
則
で
は
な
い
。
生
産
量
の
餐
化
に
臨
じ
て
生
産
費
が
如
何
に
饗
化
し
、
生
辰
品
質
の
鑓
化
に
陸
じ
て
生
産
量

註
ね

が
如
何
に
費
化
す
る
か
と
い
ふ
闘
係
の
経
済
的
た
規
定
、
主
と
し
て
そ
の
削
教
的
意
味
で
の
法
則
を
認
め
る
。
今
日
1
H
K

は
収
穫
遁
減
又

は
逓
増
の
法
則
を
少
く
と
も
こ
の
形
に
於
て
把
捉
す
る
こ
と
を
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

底
で
、
こ
の
把
捉
に
は
向
多
く
の
一
困
難
が
縄
つ
て
ゐ
る
。
供
給
と
生
産
と
を
か
く
閥
聯
せ
し
め
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
反
封
に
そ
の
閥

聯
を
認
め
ぬ
他
の
見
解
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
闘
聯
を
認
め
る
場
合
で
も
尚
議
論
の
飴
地
が
存
す
る
。
例
へ
ば
、
立
場
と
し
て
マ

I
シ
ァ
ル

汲
に
属
す
る
ス
ラ
ッ
フ
ァ
は
こ
の
黙
を
論
じ
た
有
力
な
一
論
文
に
於
て
、
従
来
の
解
搾
が
理
論
全
樫
の
調
和
を
破
る
『
一
の
暗
黒
黙
』
を

一
不
す
こ
と
、
供
給
分
析
の
前
提
か
ら
は
牧
穫
不
鑓
の
み
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
銃
く
指
摘
し
て
ゐ
る
。
(
∞
E
R
P
F
3
。
内
百
三
百
四
回
出
ー
白
書

註
的

noE明。広丘

g
gロ
色
合
司
ロ
・
出
S
ロ司自由。旬。戸一
B
P
Y
円。
S
E
H
Z
E
N
A
Y
)。

こ
の
指
摘
は
ピ
グ

1
の
最
近
の
見
解
に
も
大
き
い
影
響
を
及
し
て
ゐ

る
も
の
で
あ
る
。
(
ピ
グ
ー
に
は
ス
ラ
ヴ
フ
?
の
上
拐
の
論
文
へ
の
批
評
が
あ
る

o
E
4
m
C
2回
日
。
富
山
口
m
g
h
T
t
E
E
a
v
E
ω
g
a・国
Sμ
司自由。

れ
『

c
d
凶守口
pr
何回目。]{}凶寸)。

更
に
ま
た
生
産
法
則
を
取
に
技
術
法
則
と
見
ぬ
上
越
の
立
場
か
ら
、
守
て
古
典
準
汲
に
よ
っ
て
重
要
脱
さ
れ
た

農
業
封
工
業
の
如
き
或
は
一
般
に
産
業
相
五
の
閥
係
の
如
き
問
題
に
迫
ら
ん
と
す
る
場
合
に
は
、

一
暦
の
困
難
が
あ
る
。
最
近
、

モ
ル
ゲ



ン
ス
テ
ル
ン
が
主
と
し
て
ス
ラ
ッ
プ
ァ
、
ピ
グ

1
等
の
所
論
を
検
討
し
、
生
産
論
上
白
『
未
決
の
諸
問
題
』
を
指
摘
し
て
ゐ
る
棋
本
は
.

大
腫
こ
の
貼
に
存
す
る
と
百
へ
ょ
う
る
・
旨

3
3ぇ
3
p
c
F
E
E
Z
6
2
2嗣
S
E
E
Eゐ
国三
H
A
6

ぬ
混
同
石
Q
H
Y
M

。・
M

河巴
2
0
M
M
H

・は廿

註
川
河

生
産
法
則
の
問
題
に
闘
し
て
は
今
日
多
く
の
文
献
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
ピ
グ

1
心
理
論
の

出
p
民
D
U
・

m'HUWC出。百円
@wHWAfHH・
H古川口)。

占
め
る
地
位
は
極
め
て
重
要
な
も
の
が
あ
る
と
言
び
得
る
の
で
あ
る
。

設
に
私
が
ピ
グ
ー
を
撰
ん
で
吟
味
せ
ん
と
す
る
い
ま
一
つ
の
理
由
は
、
そ
の
厚
生
経
済
率
的
立
場
へ
の
闘
心
で
あ
る
。
ピ
グ
ー
も
ま
た
.、

経
済
墜
を
以
て
賓
詩
的
・
介
椋
的
た
性
質
の
も
の
正
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
把
へ
ん
と
す
る
法
則
は
一
定
の
現
質
的
保
件
の
う
ち
に

而
か
も
こ
れ
に
封
す
る
政
策
の
基
礎
と
な
る
が
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
私
は
か
L

る
態
度
を
方
法
論
の
上
か
ら
で
は
な
く
、
ピ
グ

1

が
生
産
諸
資
源
の
売
業
問
へ
の
有
利
な
分
布
俊
件
を
問
ひ
、
理
想
的
生
産
量
た
る
も
の

L
規
定
を
等
ね
て
ゐ
る
考
へ
み
の
う
ち
に
、
一
二
口
は

註
向

w
h

内
容
に
印
し
て
問
題
に
し
て
見
た
い
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。

註
(1) 

同

ι
若
v
p
M
N
8
8
g同
s
a
d
-
-
o図
書

P
ω
z
z
-
E
M
U
-
宮山

Z
・
5
u串・

H
a
z・
]
申
告
〔
更
に
そ
の
前
身
た
る
巧
g
H
F
E
-
d
t
p
z

回
申
]
凶
)
。
此
の
書
は
我
が
闘
で
は
阪
に
日
午
く
編
同
博
士
『
償
給
闘
争
よ
り
厚
生
闘
争
へ
』
(
「
枇
合
政
策
と
階
級
闘
争
』
中
、
後
に
「
全
集
」
日
)
、
小

泉
教
授
『
枇
合
政
策
の
原
理
』
(
‘
一
同
製
品
問
雑
誌
第
十
七
念
、
後
に
『
一
位
品
開
問
題
研
究
巳
等
に
よ
っ
て
紹
介
批
評
さ
れ
た
。

註
ゆ

凶
教
的
意
味
に
於
け
る
生
産
賓
と
生
素
数
量
と
の
閥
係
を
領
特
環
論
に
導
き
入
れ
る
こ
と
は
ク
1

Y
ノ
1

(
一
八
一
一
一
八
年
)
に
見
出
さ
れ
る
。

ク
ー
ル
ノ
ー
は
こ
れ
を
需
要
曲
線
と
結
合
し
た
。
」
文
戸
。
・
出
向
号
電
ロ
込
書
P
。内向。出。

3
3ヴ
F
H
E角
2
同
cm芯
ロ
'
回
目
白
出
ユ
Em山
m
P
2
1
3
N
Z
g
o
r
M
L
2

内田
H
1

扇町
52dm'Hprcロヨ回目。
u
H
C
ω
ゲ

m
-
B司
脚
説
。
中
山
伊
知
郎
氏
一

J

数
理
経
済
瓜
平
方
法
論
』
一
五
五
氏
。

向
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
フ
ォ
シ
・
チ
ウ
ネ
シ
(
一
八
二
六
年
)
の
農
業
閤
決
定
論
に
撤
め
て
優
れ
た
る
市
内
解
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

チ
ウ
ネ
ン
は
償
絡
に
闘
す
る
均
衡
の
問
題
は
展
開
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
収
穫
法
則
を
償
絡
の
同
教
と
児
、
償
格
の
建
化
に
よ
っ
て
例
へ
ば
三
間
弐
農

供
給
償
持
と
ん
止
法
法
則
と
の
閥
聯

(
山
間
)

の
九
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終
済
挙
研
究

第
二
銃

。

業
か
ら
一
穀
草
式
農
業
へ
移
り
ゆ
く
が
如
き
闘
係
が
主
題
と
な
っ
て
ゐ
る
。
チ
ウ
ネ

y

の
此
の
用
論
を
近
代
的
意
味
の
代
用
原
理
と
結
合
し
よ
う
と
し

て
ゐ
る
も
の
の
一
に
、
同
司
》
HE⑦白
gむF巴同
rw

=凶混∞
)V山門。句易由。同胃押⑦
P
w
g
g
e
z
mち
g
r
z
B
U
R
U可

d
h
w
gロ
伊
民
主

r
g氏。

9
4巴
雪
印
吋

g
o
E
E凶。
z
k
c
c
E
3
H
U
M
V
4
)
が
あ
る
。

設
(3) 

ス
ラ
ッ
ア

?
1
1
1
1

『
近
代
の
債
依
環
論
が
旦
一
ん
す
る
卒
静
の
姿
の
う
ち
に
は
会
憾
の
調
和
を
破
る
一
の
暗
黒
駄

C
ロ
@
合
長

m
旬
。
酢
が
あ
る
。
そ

れ
は
牧
穫
逓
増
及
牧
穫
逓
減
の
法
則
に
茶
〈
供
給
曲
線
で
あ
る
』
(
匂
・
自
由
)
。
困
に
此
の
論
文
は
そ
の
前
年
愛
表
さ
れ
た
同
色
町
民
目
。

E
F
P
。

ae
。

ρ
gロ
2
2
H〕
g
e
F
'
(俗
図

HwmwHMa
国

S
ロ
。
自
営
)
で
得
た
紡
諭
の
要
約
で
あ
る
と
。

註
(4) 

英
・
米
・
崩
御
・
伊
・
濁
に
瓦
る
最
近
の
文
献
に
づ
い
て
は
前
出
足
。
お
⑦

5
2
2
の
論
文
中
ヂ
ロ
参
照
コ

註
(5) 

ピ
グ

1
等
の
厚
生
経
済
成
干
は
心
理
主
義
終
済
拳
に
系
統
を
引
き
、
た
w
h

そ
の
功
利
主
義
と
結
び
つ
け
ら
れ
易
い
一
一
向
を
離
股
せ
ん
と
す
る
も
の

と
一
吉
は
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
そ
れ
は
倫
現
乃
至
政
治
を
混
杭
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
私
は
そ
こ
に
終
済
の
本
質
視
の
場
更
が
要
求
さ
れ

て
を
り
、
終
済
そ
の
も
の
を
以
て
厚
生
の
た
め
の
作
用
と
解
す
る
見
方
が
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
忠
ふ
。
濁
伯
雄
で
も
リ

1

7
マ
シ
、
ア
モ
ン
等
に
よ
っ

て
『
閣
民
厚
生
』

.4CMrEdvHagロ
与
な
る
概
念
が
導
入
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
最
近
ヴ
イ
炉
プ
ラ
シ
ト
仙
寺
の
材
料
済
政
策
撃
の
、
7
ち
に
埋
論
的
に
も
事
ぶ
べ

き
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
閉
山
ふ
。
(
校
正
の
際
追
記

l
i
f
c
d
H
5
3
冨
u
司

Qmo--
切
言
明
。
ロ

2
2
V⑦
同

r
R⑦
回
酔
同
出
向
。
吋
ロ

mSHO口
95rc口。
HE-

m
。F
Z
H
H
E
r
ι
耳
目
ロ
ゲ
ロ
仏
出
回
目
w

回目
V
M
凶・

は
厚
生
終
済
壌
に
闘
心
を
持
つ
も
の
に
と
っ
て
甚
だ
味
ふ
べ
き
準
設
史
的
文
献
で
あ
る
)
。

一一
限
界
純
生
産
量
の
均
等

先
づ
ピ
グ
ー
に
於
け
る
問
題
の
殻
端
は
『
限
界
純
生
産
量
』

E
P蒜
古
P
H
E仲
官
。
会
HDZ
の
分
析
に
あ
る
。
こ
れ
は
生
産
諸
資
源
の
産

業
間
へ
の
分
布
の
僚
件
を
確
定
す
る
の
に
必
要
な
概
念
で
あ
る
。
限
界
純
生
産
量
と
は
任
立
の
用
途
に
用
ひ
ら
恥
た
生
岸
諸
資
源
或
は
生

岸
諸
要
素
の
限
界
増
分
に
ぷ
官
す
る
生
産
の
結
果
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
。
或
は
生
岸
諸
要
素
の
一
定
の
流
に
法
く
総
結
山
木
と
、
そ



れ
と
は
微
少
の
差
(
増
で
も
減
で
も
い

L
〉
あ
る
他
の
一
定
の
流
に
基
く
組
結
果
と
の
、
二
つ
の
聞
の
去
が
限
界
純
生
産
量
で
あ
る
。
比

較
さ
れ
る
二
つ
の
生
産
諸
要
素
の
流
或
は
組
合
せ
ば
何
れ
も
『
遁
嘗
に
組
織
さ
れ
て
あ
る
こ
と
』

p】者
EHV広
三

o
q
s
m
p
E白
色
が
仮
定

さ
れ
、
生
産
諸
要
素
の
微
少
の
増
減
が
全
酬
胞
を
破
壊
す
る
と
い
ふ
場
合
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
ぬ
。

一
の
用
途
に
於
け
る
生
産
諸
費
搬
の

限
界
増
分
は
他
の
用
途
の
生
産
結
果
に
減
少
を
来
す
場
合
も
あ
る
し
、
何
等
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
場
合
も
あ
る
。
前
の
場
合
の
限
界
純

生
産
量
は
由
ロ
ヴ
三
凶
作

z
t
g
で
あ
り
、
後
の
場
合
は

p
p富山
g
で
あ
る
と
一
一
日
は
れ
て
ゐ
る
。
(
色
・
君
。
H
F
5
M
M
-
H
R
l
H
U
3。
以
上
ピ
グ

1

註

ω

の
限
界
純
生
産
量
と
い
ふ
概
念
は
グ
ラ

I
ク
の
名
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
限
界
生
産
力
と
大
韓
同
じ
と
考
へ
て
い
L

。

誌
に
限
界
純
生
産
量
は
先
づ
『
物
理
的
』
な
数
量
と
考
へ
ら
れ
て
を
り
、
ピ
グ
ー
が
そ
の
債
依
或
は
貨
幣
的
償
偵
と
い
ふ
時
に
は
、
そ

の
数
量
と
そ
の
一
定
償
格
と
の
積
を
指
す
の
で
あ
る
な
・

5
4
脚
註
)
。
生
産
諸
要
素
も
先
づ
『
物
理
的
』
な
数
且
一
旦
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
一
財
の
生
産
に
必
要
な
る
生
産
諸
要
素
の
各
数
量
に
そ
れ
ぞ
れ
の
償
格
を
乗
じ
た
る
も
の
L

合
計
は
生
産
費
で
あ
る
。
生
産
諸
要

士
一
糸
の
限
界
増
分
に
於
て
は
、
各
要
素
の
一
単
位
蛍
り
生
産
数
果
と
そ
れ
ぞ
れ
の
債
格
と
の
比
或
は
一
単
位
官
り
生
産
故
川
市
を
そ
の
単
位
憤

格
で
除
し
た
る
商
が
均
等
と
な
る
様
に
組
合
せ
ら
れ
る
守
・
弓
3
0
こ
れ
は
マ

l
シ
ァ
ル
の
謂
ゆ
る
代
用
原
則
の
作
用
す
る
結
果
に
他
な

ら
ぬ
が
、
生
産
費
の
規
定
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
役
目
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

生
産
最
を

y
と
す
れ
ば
、

y
は
生
徒
諸
要
素
の
各
数
λ
A
d

、，
ρ
、

f
・
0

晴
子
山
一
附
数
、
(
3
h
w

へ:E
・E・
)
で
あ
る
。
そ
れ
ら
↑
の
償
絡
を
い
的
ハ
/

?
と
す
れ
ば
、
次
長
ぷ
認
め
ら
れ
る
。

L
1
・

5
t
L・
5
f
Hト
ー

-sf)H(セ

¥
弘
之

)

?

b

s

t

h

h

h

)

P

]
ヨ
脚
註
)

o

此
の
式
は
生
産
放
果
と
償
給
と
の
比
を
示
せ
ば
い
与
の
で
、
一
向
者
の
因
果
関
係
を
問
ふ
も
の
で
は
な
い
。

一
つ
は
生
産
諸
要
素
を
投
下
し
た
る
者
へ
の
直
接
の
蹄
届
分
を
指
し
、

ピ
グ
ー
は
限
界
純
生
産
量
に
弐
の
二
種
を
分
つ
。

こ
れ
を
『
私

供
給
領
特
と
生
産
法
則
ー
と
の
閥
聯

(
山
問
、
)
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綿
一
済
山
学
研
究

f存

放

的
限
界
純
生
康
問
主
』
巴
m
H
M
-
m
t
H
H
E
H
H
V
H，H
4
阜
市
戸
S

H

V

E

全
ぢ
宮
?
と
い
ひ
、
他
は
社
合
全
酬
胞
に
封
す
る
民
の
妓
県
を
指
し
、
こ
れ
を
『
枇
合
的

限
界
純
生
産
量
』
邑
号
∞
一
E
P
H
E
O白
山
岳

-
5件
】
旬
。
テ

g
g
と
い
ふ
(
同
ニ

U30
か
白
ふ
る
分
類
を
た
し
て
雨
者
に
離
反
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
た

黙
は
、
厚
生
経
済
の
立
場
に
立
つ
ピ
グ

1
の
提
論
全
躍
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
ピ
グ
ー
は
、
一
位
合
的
限
界
純
生
産
量
が
各
用
詮
問

註

ω

を
通
じ
て
均
等
化
さ
れ
る
場
合
に
、
岡
氏
分
配
分
は
マ
キ
シ
マ
イ
ズ
さ
れ
る
と
主
張
し
て
ゐ
る

E-
お∞)。

他
面
に
於
て
、
自
由
競
争

の
下
に
あ
っ
て
は
各
生
産
者
は
生
庄
の
オ
プ
チ
マ
ム
を
狙
っ
て
生
産
を
符
み
、
生
産
掠
張
の
限
界
に
於
け
る
各
生
産
者
へ
師
属
す
る
報
酬

、、.

邸
ち
私
的
限
界
純
生
産
量
は
各
用
詮
聞
を
通
じ
て
均
等
化
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
守
-
Zと
。
然
る
に
私
的
純
生

イ
ン
ヴ
玄
ス
タ

1
え

荷
量
は
必
し
も
枇
舎
的
純
生
産
量
と
は
一
致
し
た
い
。
荒
し
生
産
者
或
は
生
産
諸
要
素
の
投
下
者
以
外
の
他
の
者
が
利
径
を
受
け
損
害

を
蒙
る
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
直
陀
者
以
外
の
他
の
者
と
い
ふ
の
は
(
一
)
耐
久
的
生
産
用
具
を
一
定
期
間
借
り
て
ゐ
る
者

が
そ
の
問
具
に
投
資
を
た
し
た
る
場
合
に
於
け
る
そ
の
即
共
の
所
有
者
(
印
ち
所
有
閥
係
に
基
く
場
ん

ι、
(
二
)
或
る
財
の
直
接
の
購
民

泊
費
者
を
除
く
一
般
第
三
者
(
こ
れ
は
主
と
し
て
佼
術
開
係
に
基
く
)
、
(
一
二
)
戎
る
財
の
直
接
の
購
買
消
費
者
(
こ
れ
は
償
格
闘
係
に
恭

く
)
等
で
あ
る
(
匂
・
】
苫
)
。

右
の
う
ち
(
一
二
)
の
場
合
は
邸
ち
生
産
法
則
の
結
果
た
る
供
給
慣
格
の
建
化
に
基
く
場
合
を
指
し
、
ピ
グ
I

は
詳
細
に
亙
っ
て
こ
れ
に
よ
る
私
的
純
生
産
量
と
枇
合
的
純
生
斥
量
と
り
背
馳
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

限
界
純
生
斉
量
(
或
は
限
界
生
産
力
)
た
る
概
念
に
封
し
て
は
従
来
種
K

の
非
難
が
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
い
ま
私
は
こ
の
貼
に
立

入
ら
な
い
。
誌
で
は
専
ら
此
の
概
念
が
ピ
グ

1
の
後
の
議
論
の
出
張
貼
と
し
て
持
つ
意
義
を
確
め
る
に
止
め
た
い
と
思
ふ
。

ピ
グ
l
の
上
述
の
主
張
の
要
貼
は
、
生
産
の
限
界
に
於
て
山
各
生
産
要
素
の
報
酬
と
そ
の
拭
来
と
の
比
が
各
要
素
相
互
の
問
に
均
等
化

す
る
と
い
ふ
傾
向
1

間
生
産
要
素
の
報
酬
が
そ
の
赴
く
諸
期
金
問
に
均
等
化
す
る
と
い
ふ
傾
向
的
二
つ
を
認
め
、
併
し
間
報
酬
の
償
値
剖



ち
生
産
費
と
奴
県
印
ち
生
産
量
と
の
問
に
は
必
す
し
も
一
定
不
建
の
関
係
は
た
い
こ
と
に
問
題
を
見
出
さ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
L

に

単
純
に
生
産
量
と
呼
ん
だ
も
の
は
ピ
グ

1
の
枇
曾
的
純
生
産
量
で
あ
り
、
之
に
封
し
私
的
純
生
産
量
と
い
ふ
の
は
そ
の
生
売
量
の
債
格
で

あ
り
、
従
っ
て
生
座
費
で
あ
り
、
更
に
貨
幣
量
の
形
を
以
て
生
産
諸
要
素
に
蹄
開
局
す
る
報
酬
で
あ
る
。
形
容
的
に
吉
へ
ば
生
産
自
一
一
型
ピ
慣
絡

の
ヴ
ェ
ー
ル
を
被
せ
る
時
、
グ
ェ

1
ル
を
通
し
て
見
れ
ば
私
的
純
生
産
量
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ー
ル
を
判
し
て
見
れ
ば
一
位
合
的
純
生
産
量
で
あ

る
。
そ
こ
で
ピ
グ
ー
の
生
庄
費
は
謂
ゆ
る
貨
幣
生
産
費

E
2
4
2主
主
句
史
乙

g
F
}ロ
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
一
般
に
複
数
の
生
産
諸

要
素
を
考
へ
、
そ
の
各
数
量

a
-
b
:
:
:
と
そ
れ
ぞ
れ
の
債
格
ー
で
あ
:
:
・
と
の
積
〈
品
目
+
プ
F
1
T
i
-
-
〉
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
生
産
の
限
界
に
於
て
各
要
素
聞
に
は
前
症
の
如
ぎ
悦
格
均
等
の
閥
係
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
心
関
係
は
ピ
グ
1
自
身
が
考
へ
た
よ
り

も
い
ま
少
し
進
ん
で
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
即
ち
そ
こ
に
は
、
例
へ
ば
へ
ン
ダ
l
ソ
ン
の
い
ふ
如
き
意
味

で
、
経
済
事
上
認
め
る
べ
き
費
用
概
念
の
毘
の
性
質
た
る
比
較
的

g
g
H
E
Eき
d

と
い
ふ
性
質
が
確
定
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ

(
向
。
ロ
宏
司
E
F
∞dHHVML可
PHW《
H
E
R
B
-
L
V
L
S
以
下
」
o
w
生
産
諸
要
素
が
遁
嘗
に
分
布
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
、

一
財
の
生
産
横
張
は
他
財
の
牧

縮
を
呼
び
起
す
で
あ
ら
う
。
更
に
一
財
の
生
売
撹
張
は
生
産
諸
要
素
の
岐
牧
を
必
要
と
し
、

一
般
に
生
産
諸
要
素
の
慣
格
を
高
め
る
で
あ

ら
う
。
興
一
註
す
れ
ば
、
貨
幣
生
産
費
は
各
財
の
生
産
維
持
の
た
め
生
産
諸
要
素
の
一
定
量
を
繋
ぎ
止
め
る
に
必
要
な
る
も
の
|
|
『
利
用

の
喪
失
』
Z
2
2
0同

5
E
U
1
(ヴ
ィ

1
ザ
ー
の

Z
己
N
S芯
自
己

1
1
i
で
あ
ら
う
が
、
蹄
属
製
設
の
如
く
そ
れ
を
何
等
か
の
意
味
で
生
産

物
の
利
用
か
ら
導
く
と
い
ふ
こ
と
は
費
用
と
し
て
の
本
質
的
た
貼
で
は
た
く
、
本
質
的
た
市
し
て
費
用
が
費
用
と
し
て
調
立
の
意
味
を
持

争
宇
占
唱
。

つ
賭
は
貨
幣
生
産
費
の
十
日
同
さ
が
生
産
要
素
間
或
は
各
用
途
聞
に
常
に
比
較
的
・
搾
選
的
閥
係
を
持
つ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
限

界
純
生
産
量
の
構
想
か
ら
結
論
し
得
べ
き
重
要
の
一
命
題
で
あ
り
な
が
ら
、
屡
ノ
生
産
諸
要
素
の
慣
格
を
一
定
と
者
倣
す
こ
と
に
よ
っ
て
充

供
給
佼
絡
と
生
産
法
則
と
の
関
聯

f司、

1ff 
崎
、J
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四

分
明
に
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
後
に
越
ベ
る
如
く
ピ
グ
l
に
封
し
私
の
懐
く
根
本
的
な
疑
問
の
一
つ
と
な
る
も
の
も
こ
れ
で
あ
る
。

い
ま
述
べ
た
貨
幣
生
産
費
の
規
定
に
就
い
て
は
尚
多
く
の
問
題
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
マ

l
シ
ァ
ル
に
従
っ
て
、
賓
質
生
産
費

2
2
H
g
a

。片岡下・
0
《

H
S
t
o
p
と
貨
幣
生
産
費
と
を
分
け
る
た
ら
ぱ
(
『
原
理
』

V

・
3

・
2
参
照
)
、
雨
者
の
閥
係
は
如
何
に
考
ふ
べ
き
か
。
前
者
は
附
労
働

、.、.、.、.

の
努
力
或
は
資
本
貯
蓄
の
犠
牲
等
を
指
す
。
害
賠
費
用
句
丘
H
H
S与
と
一
一
日
つ
で
も
い
L

。
書
痛
品
質
問
の
如
き
が
存
在
す
る
と
い
ふ
こ
と

は
疑
が
な
い
。
併
し
こ
L

か
ら
直
に
貨
幣
生
産
費
の
高
さ
を
導
く
こ
と
は
で
き
ぬ
だ
ら
一
千

一
の
労
働
の
努
力
と
そ
の
努
銀
の
高
さ
と
の

間
に
は
絶
封
的
意
味
の
闘
聯
は
な
い
。
比
較
的
多
く
の
努
力
を
要
す
る
労
働
が
比
較
的
高
い
努
銀
を
得
る
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、

こ
の
比
較
は
数
種
の
労
働
と
の
間
或
は
他
の
生
産
諸
要
素
と
の
聞
の
関
係
か
ら
起
る
も
の
で
、
寧
ろ
貨
幣
生
産
費
の
意
味
を
通
し
て
理
解

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
柄
で
あ
る
。
利
子
と
貯
蓄
と
の
聞
に
直
接
の
闘
瞬
た
き
こ
と
も
認
め
ら
一
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
地
代
に
封
癒
す
べ
き
資

質
的
た
も
の
た
き
は
吉
ふ
ま
で
も
な
い
。
ま
た
貨
幣
生
産
費
を
考
へ
る
に
古
っ
て
、
如
何
な
る
も
の
を
生
産
諸
要
素
に
含
め
る
か
も
別
に

議
論
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
面
、
そ
れ
は
所
得
或
は
分
配
の
理
論
に
交
渉
を
も
つ
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
『
費
本
に
と
っ
て
要
費
す

る
も
の
』
と
「
生
産
そ
れ
白
樫
に
と
っ
て
要
費
す
る
も
の
』
と
の
原
別
(
マ
ル
ク
ス
)
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
生
産
の
理
論
か
ら
も
、
例

へ
ば
回
定
品
質
・
不
理
費
等
の
匝
別
に
腔
歩
る
分
類
が
問
題
と
な
る
で
あ
え
町
。
併
し
こ
れ
ら
諸
黙
は
い
ま
深
く
立
入
る
場
合
で
は
な
い
。

設
(1) 

れ『・切
-CHPみ
¥
包
旨
盟
三
M
Lゲバ

E
Cロ
C
2
2
P
E
H
w
w
q
g
p
)・
本
文
と
の
協
係
と
し
て
は
殊
に
そ
の
第
十
七
章
『
生
産
的
市
内
最
終
増
加
分
の
能

吐
μ

ゆ 議
・
吟
味
の
方
法
一
参
照
(
林
要
氏
邦
課
三
二
二
瓦
以
下
)
。

〔
厚
生
終
済
民
主
第
一
肢
に
於
て
は
(
一
)
個
人
的
純
生
定
量
つ
一
)
職
業
的
純
生
度
設
(
ゴ
一
)
枇
令
的
純
生
産
量
の
」
一
一
概
念
を
一
陣
別
し
て
ゐ

る。

(
一
)
と
(
一
一
)
と
の
阪
別
を
不
必
要
な
ら
し
め
た
の
は
後
に
迷
べ
る
様
な
『
均
衡
符
業
』
な
る
補
助
概
念
の
導
入
に
基
〈
も
の
と
忠
ふ
。



言E
(3) 

生
主
陀
諸
要
素
の
償
給
或
は
費
用
に
潟
立
の
意
味
を
認
め
ね
他
の
見
解
が
あ
る
。
例
へ
ば
限
界
利
用
車
汲
の
立
場
か
ら
は
『
需
要
の
先
行
的
役
割
』

E
z
g向。宮門

ヨ
吋
②
回
二
ニ
ロ
出

S出
g
g
z
p
)戸山口
g
c
cロ
g
g
M】E，
Pロ
3
L
c
u
c
に
つ
き

C
・
出
向
日
啄
口
三

3
F
P
E
P・
c-羽
田

cu--古
参
照
)
。

一
般
均
衡
調
論
の
立

場
か
ら
は
、
生
岸
諸
要
素
を
含
め
て
庚
く
財
の
需
要
供
給
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
均
衡
成
立
の
僚
件
と
し
て
、
生
産
物
の
僚
絡
が
そ
れ
を
生
産
す
る

要
す
る
詩
要
素
の
僚
絡
の
令
計
即
ち
生
摩
町
援
と
一
致
す
る
こ
と
(
カ
ッ
セ
w
y
、
ア
モ

y
等
の

pvO白
d
E同
05rmgHW加
⑦
富
市
白
)
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
こ
れ
は
英
図
汲
終
済
事
の
生
貴
賓
の
問
題
に
到
比
し
て
考
ふ
べ
き
も
の
で
あ
一
ら
う
ο

限
界
生
庫
支
の
問
題
、
代
用
原
則
の
問
題
も
一
般
に
こ
れ

金
字
諸
見
解
の
封
比
か
ら
設
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
別
の
機
令
に
譲
る
。

計

伸

精

古

く

ロ

-H・
。
=
。

P

E
凶ロ

s
s
a
h
S
H
C
H必
2
2巳
々

g
a
y
p
g
Z
2
q
F
d】7
ロ
PH]
∞
2
・
2
y
悶]∞

1
8・
最
近
で
は
向
。

HH白
書

g
ロ

を
見
ら
れ
よ
o

仰
一
し
ヘ
シ
ダ

1
ソ
シ
の

J
Z
H
S
E
w
-
と
い
ふ
の
は
貨
幣
生
斥
授
の
本
質
を
指
ナ
。
向
、

c-
岩
手
付
加
。
ロ

m
H
2
p
p
p・
c-
相

同

0
・
は

一
般
質
・
不
務
刊
行
壮
一
寸
が
貨
(
晴
樹
を
以
て
森
易
に
表
現
さ
れ
る
と
い
ふ
現
出
か
ら
貨
幣
生
夜
交
を
と
り
、
白
然
生
深
安
に
封
立
せ
し
め
て
ゐ
る
。

註
向
例
へ
ば
ス
タ
ッ
ケ
山
戸
ペ
W
ヒ
は
主
と
し
て
カ
ヴ
セ
w
y

の
財
の
分
類
に
従
ひ
次
の
如
き
分
類
を
な
ナ
。
(
一
」
間
接
生
産
手
段
i
m
w
H
W
4
守
山
⑦
σ自
件
。
問
。

内向W
円

rA

Jイ
1C号吋阿
ε山白F=
門

S⑦
仰
角
E伊
d忘。吋自ロ戸⑦冨同ロ仲耳主凶守吋呆
r庁月巨
m筑
州
.
(
向
。
山
口

MLOMM40Mmgor乙戸
3
P
合】ワ回目白

H
a
g
三
回

S
H⑦
同
口
。
口
問
。

m
g
E
r
s江
戸
内
⑦

H
g
o
Z
E
戸

3
2
D
E
Hむ
r
g
S
F
E
Q
H
)

ーー圃圃.、

供
給
債
格
の
性
質

ピ
グ
ー
に
擦
れ
ば
枇
合
的
純
生
産
量
と
私
的
純
生
産
量
と
の
離
反
を
惹
起
す
一
つ
の
重
要
な
場
合
は
供
給
債
格
の
理
化
に
基
く
場
合
で

供
給
償
給
と
生
産
法
則
と
の
開
聯

fヘ
)11 
問
、ノ

五ー
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」ー

ノ、

あ
る
。
然
ら
ぽ
供
給
債
格
の
境
化
と
は
何
を
指
す
か
。
ピ
グ
ー
に
よ
っ
て
供
給
債
格
と
は
『
或
る
産
業
が
一
定
数
量
の
生
産
に
充
分
遁
臆

し
且
何
等
の
満
点
的
行
動
を
と
ら
ざ
る
場
合
、
そ
の
生
産
量
の
規
則
的
た
流
を
促
す
に
足
る
債
格
』
た
り
と
定
義
さ
れ
て
ゐ
る

(
J
F
5
5

H
V

・叶∞
U
J
。
こ
の
定
義
は
、
供
給
問
題
の
奥
に
生
産
問
題
を
認
め
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
ピ
グ
ー
は
生
産
法
則
の
遮
増
・
遮
減
・

不
費
の
三
つ
の
態
様
に
基
く
供
給
債
格
の
三
つ
の
態
様
を
認
め
る
も
の
と
一
一
員
っ
て
大
樫
差
支
た
い
。
併
し
こ
の
供
給
慣
格
の
饗
化
(
率
)

と
い
ふ
問
題
に
先
っ
て
別
に
供
給
債
格
の
成
立
或
は
決
定
と
い
ふ
問
題
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

先
づ
供
給
債
格
の
成
立
に
関
し
て
は
、
謂
ゆ
る
可
均
衡
M

営
業
』

2
巳ロゲ同日

S
F
B
た
る
も
の
を
基
礎
と
し
、
そ
の
管
業
の
生
産
費
の

分
析
が
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
均
衡
叫
営
業
と
は
一
宜
伸
一
業
の
五
常
的
或
は
均
術
的
な
供
給
僚
件
を
確
定
す
る
た
め
の
補
助
概
念
で
あ
る
。

産
業
中
の
個
々
の
管
業
は
盛
衰
興
亡
常
た
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
側
々
の
偉
業
の
横
張
・
収
縮
は
相
殺
さ
れ
て
、
全
樫
と
し
て
一

定
の
償
絡
の
下
に
一
定
の
供
給
量
の
流
が
考
へ
ら
れ
る
。
伺
々
の
偉
業
の
う
ち
、
右
の
事
情
に
添
ふ
様
た
一
偉
業
を
想
定
し
て
均
衡
管
業

詮∞

、
と
い
ふ
の
で
あ
る
守
・
耳
切
参
照
)
。
但
し
供
給
分
析
上
来
し
て
か
L

る
柿
助
概
念
を
必
要
と
す
る
や
は
相
撲
は
し
い
。
が
兎
に
角
ピ
グ
ー

の
供
給
債
格
の
・
成
立
は
こ
の
均
衡
皆
業
に
於
け
る
均
衡
生
産
費
と
限
界
生
産
費
と
の
開
係
か
ら
説
明
さ
れ
る
。

一
般
に
生
産
品
質
の
増
加
は

必
し
も
同
じ
割
合
の
生
産
数
量
の
増
加
を
濁
ら
さ
ぬ
。
或
ろ
場
合
に
は
よ
り
多
い
割
合
の
、
或
る
場
合
に
は
よ
り
少
い
割
合
の
増
加
配
来

す
。
更
に
生
産
費
と
生
産
数
量
と
の
こ
の
不
平
行
的
関
係
は
限
界
量
に
つ
い
て
見
る
の
と
、
平
均
量
に
つ
い
て
見
る
の
と
異
る
。
ピ
グ
l

の
興
へ
た
結
論
は
、
限
界
生
産
費
7
ζ

平
均
生
産
品
質
と
の
一
致
す
る
結
(
生
産
費
の
ミ
一
一
マ
ム
の
知
)
に
於
て
供
給
債
格
の
成
立
す
る
こ
と

及
び
総
生
産
費
が
増
加
の
航
態
へ
移
ら
ん
と
す
る
場
合
に
安
定
均
衡
田
宮
宮
市

2
Z
H
Eヴ
江
口
巨
(
そ
の
黙
を
離
れ
L

ば
直
に
民
ら
ん
と
す
る

傾
向
〉
あ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。



ピ
グ

1
の
数
式
を
簡
単
K
し
要
駄
だ
け
一
一
小
せ
ば
次
の
如
し
。
均
衡
企
業
に
於
け
る
生
産
の
教
室
を
仰
、
そ
の
線
"
一
安
用
を

~λ30)
と
ナ
れ
ほ
、
卒
均

生
産
費
は

h
p
p限
界
生
庄
日
裂
は
除
斥
い
山
と
な
る

D
供
給
僚
格

P
5
H
h
pゅ
l
u同
防
仇
円
で
あ
り
、
あ
均
衡
が
安
定
で
あ
る
た
め
に
は

供
同

N

1

(

与

民

平

(

治
官
vo
で
あ
る
。

e
s
f
z
)

更
に
ピ
グ

1
の
分
析
の
特
色
を
侍
へ
る
た
め
に
は
、
内
部
費
用
と
外
部
費
用
と
の
区
別
、
限
界
生
産
費
を
代
林
的
と
附
加
的
と
に
分
つ
こ
と
、
均

衡
に
安
定
的
・
不
安
定
的
・
中
性
的
に
分
類
し
た
こ
と
を
詳
述
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
(
内
同
盟
問
。
F
H
L
P
d
a
o内

a
g宮
山
岳
山
口
問
自
己
山
口

9
3
a
u
m
g
m
F

国

8
ロ
O
B
Z
L『
0
5ロm
L
Z
M
斗・匂

-zu・
を
参
照
)
。

ピ
グ
ー
に
よ
っ
て
以
上
の
問
題
は
供
給
債
格
の
成
立
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、
よ
り
正
確
に
言
へ
ば
そ
れ
は
即
伊
伊
川
竹
内

hrヤ
が

生
産
品
質
の
後
件
の
確
定
と
一
一
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
は
生
産
物
及
び
生
産
諸
要
素
の
各
債
格
を
興
へ
ら
れ
る
も
の
と
し
、
生
産
の
オ

主
り

プ
チ
マ
ム
乃
至
生
産
費
の
ミ
ユ
マ
ム
が
問
題
の
封
象
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
別
に
供
給
債
格
の
饗
化
(
恋
J
U

と
い
ふ
問
題
が
考
へ
ら
れ
る
。
但
し
供
給
倒
格
の
礎
化
(
率
)
と
い
ふ
の
は
外
面
的
な
供
給

事
情
の
饗
化
に
よ
っ
て
供
給
慣
格
が
推
移
費
化
す
る
と
い
ふ
こ
と
と
も
別
で
あ
る
。
マ

l
シ
ァ
ル
の
長
期
供
給
曲
線
の
根
祇
に
は
技
術
設

備
・
供
給
資
源
等
の
漸
進
的
措
理
化
、
即
ち
供
給
事
情
の
費
化
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
(
I

『
原
理
』

V
-
n
・
1
)
。
ピ
グ
l
は
此
の
種

の
も
の
を
歴
史
的
立
場
に
立
つ
も
白
と
し
、
こ
れ
と
分
析
的
立
場
と
を
峻
別
し
、
更
に
グ
ラ
フ
的
に
一
一
一
口
へ
ば
、
前
者
は
供
給
的
繰
が
全
臆

と
し
て
引
上
げ
ら
れ
或
は
引
下
げ
ら
れ
る
場
合
で
あ
り
、
後
者
は
供
給
曲
線
そ
の
も
の
が
遁
増
的
或
は
遁
滅
的
で
あ
る
と
い
ふ
場
合
で
あ

、，
B

、.、，、.

一
方
を
推
移
、
他
方
を
費
化
率
と
呼
ん
で
い
L

だ
ら
う
。
同
様
の
こ
と
は
他
の
援
者
に
よ
っ
て
或
は
『
統

る
と
述
べ
て
ゐ
る
守
・
悶
]
∞
)
。

計
的
歴
史
的
曲
紘
』
と
『
理
論
的
如
線
』
と
の
区
別
(
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

l
)
、
或
は
『
動
的
供
給
曲
親
』
と
『
静
的
供
給
曲
線
』
と
の
医
別

註川ザ

(
高
田
博
士
)
等
の
表
現
を
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
ピ
グ
I
は
マ

1
シ
ァ
ル
に
従
っ
て
『
長
期
』
供
給
債
格
と
い
ふ
語
を

供
給
償
給
と
生
産
法
則
と
の
槻
聯

f町、

rJJ 
問、J

七
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詮
川
戸

時
襲
す
る
が
、
こ
の
長
期
と
い
ふ
立
聞
は
正
常
と
い
ふ
程
の
意
味
に
解
し
て
い
L

。
こ
の
瑚
論
的
た
供
給
慣
格
の
建
化
率
の
問
題
は
供
給
債

格
そ
の
も
の
が
、
生
高
量
の
削
教
と
考
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
分
析
的
性
質
に
見
出
さ
れ
る
。

然
ら
ば
前
述
の
供
給
債
格
の
成
立
僚
件
と
供
給
憤
格
の
愛
化
率
と
の
閥
係
は
ど
う
か
。
此
の
貼
ピ
グ
ー
で
は
決
し
て
明
確
と
は
稽
し
難

い
が
、
大
館
弐
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
供
給
債
格
の
成
立
保
件
を
問
ふ
場
合
に
は
、
生
産
費
の
差
別
的
系
列
が
考
へ
ら
れ
、
生
産
の
オ
プ

チ
マ
ム
の
黙
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
系
列
は
地
代
現
象
の
費
生
を
沿
く
場
合
の
伺
別
的
生
産
費
の
系
列
と
全
く
向
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

も
こ
れ
で

h
v
然
る
に
供
給
一
慣
格
の
費
化
宇
品
川
ふ
場
合
は
、
生

マ
1
シ
?
ル
の
特
定
失
費
曲
締
切
目
立
目
白
己
号
出
回
以
抽
出
血

2
2
3
2

産
の
オ
プ
チ
マ
ム
は
出
費
鈷
か
ら
前
提
さ
れ
て
を
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
供
給
償
格
の
礎
化
市
中
的
棋
の
各
貼
は
何
れ
も
無
差
別
に
生
産
の
オ
プ

チ
マ
ム
の
黙
で
あ
る
。
謂
ゆ
る
供
給
慣
格
の
成
立
の
場
合
は
均
衡
憤
格
が
興
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
肱
じ
て
限
界
生
産
費
と
千
均
生
産
費
止
の

一
致
賄
が
求
め
ら
れ
た
が
、
供
給
慣
格
の
弾
化
率
は
限
界
生
産
品
質
と
千
均
生
産
費
と
の
一
致
す
る
貼
そ
の
も
の
が
建
化
し
、
そ
の
費
化
mw

註
刊

何
れ
か
の
黙
に
於
て
需
要
憤
格
と
切
り
合
ふ
こ
と
に
よ
り
均
衡
償
格
が
成
立
し
得
ベ
き
言
は
ピ
可
能
的
意
味
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。

ピ
グ

1
に
従
っ
て
供
給
償
旅
の
問
題
を
次
の
一
-
一
つ
に
分
類
す
る
。

I 

供
給
償
給
の
成
虫

:
・
限
界
生
摩
川
貨
と
不
均
生
摩
“
従
と
の
一
致
(
均
衡
償
絡
を
前
提
)
。

供
給
促
絡
の
菱
化
(
「
率
)
・
分
析
的
・
(
無
差
別
的
)
・
:
:
環
論
的
に
均
衡
債
絡
決
定
の
僚
件
と
な
る
も
の
。

-
・
・
(
差
別
的
)

III II 

供
給
債
格
の
撚
移

e

・e
-

彪
史
的

-
例
へ
ば
マ

1
シ
ァ
戸
長
期
供
給
的
線
。

扱
て
ピ
グ
ー
に
よ
れ
ば
、
生
産
量
の
鑓
化
に
封
す
る
供
給
低
格
の
饗
化
の
割
合
印
ち
そ
の
墾
化
率

E
g
a
ロ
rpロ
∞
⑦
が
零
よ
り
た
な

る
か
、
小
た
る
か
或
は
等
し
き
か
に
従
っ
て
、
「
供
給
慣
格
の
遮
増
・
遁
減
・
不
建
』
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。



供
給
債
格
は
そ
の
成
立

k
か
ら
見
て
均
衡
簿
業
に
於
け
る
平
均
生
資
資
に
等
し
い
。
均
衡
轡
業
に
於
け
る
供
給
量
を
、
ケ
セ
れ
を
生
産
す
る
に
必

要
な
住
所
諸
要
素
を

G
A
i
-
-
、
そ
れ
ら
の
償
絡
を
そ
れ
ぞ
れ

A
A
-
-
:
と
す
れ
ば
供
給
償
給
戸
は
い
ほ
旧
除
同
じ
い
十
と
な
る
。

旬
、

鹿
で
一
産
業
会
憾
の
供
給
量
を

y
と
す
れ
ば
、

y
は

乙

い

b
同
除
同
じ
い
十
一
を
以
て
寅
れ
る
が
放
に
、
右
の
供
給
償
絡
は
更
に
h
f
m

予
知
白

一

対

、

』

産
貨
と
見
て
い
込
(
で
・
斗
呂
脚
註
)
。
ピ
グ
ー
に
あ
っ
て
は
平
均
的
の
も
の
が
確
定
さ
れ
て
均
衡
停
申
裂
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
遁
に
均
衡

阻
官
業
か
ら
出
後
し
て
み
一
慌
の
平
均
生
所
費
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
供
給
債
格
，
P
の
数
式
を

y
に
つ
い
て
微
分
し
た
る
も
の
、
郎
ち

!
?
一
九
日
医
い
い
十
一
を
供
給
償
給
内
務
化
率
と
呼
ぶ

(
H
y
g
u
)

A
M
、
戸

e!日
τ

」

、、.

ピ
グ
ー
は
こ
の
供
給
債
格
の
理
化
に
つ
い
て
二
つ
の
部
分
を
分
け
る
。
一
つ
は
生
産
諸
要
素
の
吸
牧
に
官
り
そ
れ
ら
諸
要
素
の
各
債
格

が
時
鈍
化
す
る
部
分
、
印
ち
『
購
買
力
の
移
轄
要
素
』
可

E
民

2
己申

E
g
g
a】
百
円
市

F
S山
口
∞
一
軍
当

2
と
名
け
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
例

へ
ば
供
給
債
格
遮
増
が
専
ら
地
代
の
増
加
に
基
く
場
合
は
、
慣
格
の
増
加
し
た
だ
け
購
買
力
が
そ
の
生
産
物
の
直
接
の
買
千
か
ら
地
主
に

言

(

移
縛
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ピ
グ
ー
が
か
L

る
部
分
を
認
め
た
の
は
主
と
し
て
ヤ
ン
グ
の
批
判
に
侠
つ
の
で
あ
る
。
供
給
倒
格
の
鑓

化
の
他
の
部
分
と
い
ふ
の
は
移
持
部
分
を
差
引
い
て
残
れ
る
も
の
、
印
ち
生
産
諸
要
素
の
各
債
格
を
一
定
と
し
、
そ
の
上
で
生
産
量
の
増

加
が
、
必
し
も
同
じ
割
合
で
の
生
産
諸
要
素
の
各
量
の
増
加
を
伴
は
ぬ
と
い
ふ
開
係
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
く
供
給
債
格
の

費
化
を
ピ
グ
l
は
『
枇
舎
に
封
す
る
純
費
用
』
ロ
$
g
E酔
仲

C
F
O
S
E
E
S
E句
と
名
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
真
意
を
表
す
に
は
、
寧

ろ
ピ
グ
I
自
身
が
、
こ
の
場
合
用
ゐ
た
他
の
表
現
を
と
っ
て
、
こ
れ
を
『
物
理
的
意
味
』
古

P
1
q
z日
s
-
2
5巾
の
閥
係
と
呼
ん
だ
方

が
適
切
だ
ら
う
。
ピ
グ
l
は
此
の
物
理
的
意
味
の
関
係
が
取
り
も
直
さ
歩
杜
舎
に
封
す
る
純
費
用
の
鑓
化
を
一
不
す
も
の
と
解
し
た
の
で
あ

る
。
か
く
て
ピ
グ
1
に
操
る
と
供
給
債
格
の
建
化
は
、
第
一
に
購
買
力
の
移
轄
部
分
を
そ
の
借
入
乃
め
て
見
る
場
合
、
第
二
に
該
部
分
を
除

い
て
見
る
場
合
の
二
つ
に
分
れ
、
前
者
を
『
産
業
的
見
地
』
、
後
者
を
『
枇
合
的
見
地
』
と
い
ふ
の
で
あ
る
(
以
上
主
と
し
て

B
・口・ゅ
δ
。

供
給
債
絡
と
生
定
法
川
と
の
問
問
聯

〆「
山
田
」ノ

九
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O 

ヘ
叫
(
ミ
〉
+
、
ふ
+
:
:
-

参
考
の
た
め
ピ
グ

1
の
数
式
的
設
明
を
摘
記
し
よ
う
。
供
給
債
格
の
越
化
議

J
刻
一
ー
剖
1
1
1
1
1」
は
、
生
岸
諸
要
素
の
H

骨
量
も
各
領
絡
も

何
れ
も

Y
の
姥
数
と
考
へ
る
時
、
失
の
形
を
と
る
。

『
ト
ヘ
叫
¥
ゐ
/
礼
¥

b

J

-

「
ミ
ヘ
A
1時
』

丸

、

p

-

~
〉

1
1「
jlil--+~、3
1
1
-
一i
l
l
-
}
+
・
・
↓
+
↓
t
i
l
l
-
-ー

+
1
1
l
・1
1

l

f

て
h

会

、

戸

主

」

佐

々

/

与

¥

」

P
3・
与

し

手

守

}

と
れ
を
『
産
業
的
見
地
か
ら
す
る
供
給
償
絡
の
嬰
化
率
』
と
名
け
る
。
叉
こ
れ
を
『
制
限
な
し
』
包

B
Z
E
g肖

に
見
た
る
も
の
と
も
言
っ
て
ゐ
る
J

此
の
式
か
ら
後
の
項
即
ち
生
摩
諸
要
素
の
僚
絡
上
の
鍵
化
を
一
不
ナ
部
分
を
取
除
け
ば

で
同
外
(
斗
)
十
、
斗
(
十
)
+
)

と
な
る
。
こ
れ
を
『
枇
令
的
見
地
か
ら
す
る
供
給
債
格
の
時
変
化
率
』
と
呼
ぶ
。
(
H
V

・
2
3
0

以
上
は
ピ
グ
l
の
供
給
債
格
の
建
化
に
閲
す
る
L

へ
瞳
の
紹
介
で
あ
る
が
、
こ
L

で
い
ま
一
度
繰
返
し
て
供
給
債
格
の
性
質
を
反
省
し
て

置
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ピ
グ

1
の
見
解
を
更
に
確
め
ん
が
矯
め
で
あ
る
。

供
給
債
格
は
本
来
需
要
債
格
と
封
立
せ
し
め
ら
れ
て
均
衡
慣
格
成
立
の
僚
件
た
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
供
給
債
格
・
需
要
債
格
は
債
格

と
呼
ば
れ
る
け
れ
ど
も
直
接
成
立
債
格
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
成
立
債
格
の
基
礎
保
件
と
し
て
、
一
言
は
ピ
可
能
的
に
考
へ
ら

れ
る
数
量
(
需
要
量
及
び
供
給
与
旦
)
と
債
格
と
の
問
の
一
{
疋
…
饗
化
閥
係
或
は
謹
化
率
を
意
味
す
る
。
若
し
一
日
一
或
る
助
に
於
て
需
要
債
絡

と
供
給
債
格
と
が
相
等
し
く
た
れ
ば
、
そ
の
黙
で
均
衡
慣
格
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
勤
以
外
の
他
の
諸
鈷
は
貫
現
的
意
味
を
失
ふ

e

の
で
あ
る
。
故
に
需
要
債
格
・
供
給
債
絡
の
系
列
或
は
曲
線
は
、
地
代
費
生
を
説
く
場
合
の
差
別
的
生
産
費
の
系
列

E
も
、
叉
供
給
事
情

の
費
化
に
基
く
酷
歴
史
的
た
も
の
と
も
阿
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

初
へ
ば
、
僚
絡
の
上
昇
に
磨
じ
て
需
要
量
は
遜
減
し
、
反
封
に
供
給
量
は
遜
榊
ナ
る
場
合
(
必

償

絡

20 

30 

40 

50 

60 

70 

し
も
然
ら
ざ
る
と
と
は
後
に
論
ず
る
)
を
一
示
せ
ば
下
闘
の
如
く
な
る
。

債
崎
村
山
判
の
時
、
そ
の
財
の
需
要
と
供
給
と
は

ω
に
於
て
出
逢
ふ
。
成
立
償
絡
は
い
だ
け
で
あ
っ

。ο

需

要

量

600 

.500 

350 

200 

150 

100 



.

て

、

他

の

系

列

は

成

立

的

意

味

を

も

た

ぬ

。

同

判

一

初

日

9
0

一

a
ι
z
r
υ

か
く
て
供
給
債
格
と
は
「
取
引
者
が
自
己
の
提
供
す
る
財
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
に
封
し
て
甘
ん
じ
て
承
諾
す
る
慣
終
』
〔

?
l
シ
ァ
ル
)
と

言
っ
て
も
い
L

。
問
題
は
そ
の
場
合
の
供
給
債
格
が
一
定
費
化
の
閥
係
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
轡
化
闘
係
或
は
理
化
率

供

給

量

50 

200 

600 

が
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
に
あ
る
。
先
づ
Z
口
々
の
問
題
は
謂
ゆ
る
需
要
供
給
設
に
よ
っ
て
は
説
き
得
た
い
。
こ
れ
に
擦
る
と
、
共
の

同
僚
件
印
ち
(
一
)
悦
格
が
騰
れ
ば
需
要
を
減
じ
供
給
を
増
す

l
l
つ
一
)
債
格
が
降
れ
ば
需
要
を
増
し
供
給
を
減
や
J
a
-
-

つ
乙
供
給

が
需
要
を
超
え
れ
ば
債
格
は
降
る
ー
ー
ー
(
凹
)
需
要
が
供
給
を
超
え
れ
ば
債
格
は
騰
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
債
格
は
需
要
と
供
給

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

と
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
に
均
衡
を
得
る
と
設
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
グ
ラ
フ
で
逓
減
的
な
需
要
曲
紘
と
遁
増
的
な
供
給
曲
総

を
以
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
(
但
し
間
保
件
の
う
ち
(
一
)
及
び
(
二
)
は
問
題
な
き
も
、
(
ゴ
六
)
及
び
(
四
)
は
寧
ろ
遁
の
閥
係
を
一
爪
ナ
の
で
は
な
い
か

と
い
ふ
疑
問
が
あ
る
か
も
知
ら
ぬ
。
こ
れ
に
就
い
て
は
河

S
山
号
S
H
ど
ま
3
q
g
h戸円。
HHHEP
弓
・
日
凶
の
グ
ラ
フ
参
照
)
。
併
し
需
要
供
給
設
に
よ

っ
て
要
求
さ
れ
る
供
給
曲
線
の
遁
増
性
(
従
っ
て
需
要
曲
線
の
逓
減
性
も
)
は
均
術
か
ら
の
離
反
或
は
均
衡
へ
の
復
蹄
を
説
明
せ
ん
た
め

で
、
そ
れ
が
均
衡
成
立
の
内
面
的
保
件
た
る
所
以
を
明
に
し
た
い
。
建
動
の
問
に
均
衡
あ
り
と
し
て
も
、
凡
そ
均
衡
と
は
何
を
指
す
か
は

別
で
あ
る
。

マ
l
シ
ァ
ル
の
一
一
一
日
ふ
如
く
、
。
c
E句。
t
t
J
3
左
い
ふ
こ
と
は
直
に
ロ
E
B
P
H
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。

持
じ
て
ピ
グ
l
の
立
場
を
見
る
に
、
供
給
債
格
の
建
化
率
の
根
擦
は
謂
ゆ
る
生
産
法
則
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
マ

1
シ

ァ
ル
の
流
を
汲
む
人
々
の
共
通
の
立
場
で
あ
る
。
需
要
債
格
の
背
後
に
限
界
利
用
遮
減
の
法
則
を
考
へ
る
と
同
趣
旨
で
、
こ
れ
と
封
稽
的

に
供
給
債
格
の
背
品
川
に
生
産
法
則
を
考
へ
る
の
せ
あ
る
。
併
し
前
者
が
普
通
に
遁
減
的
で
あ
る
の
に
、
生
産
法
則
に
は
三
態
様
が
あ
る
か

ら
、
と
の
意
味
で
は
封
稽
的
で
は
た
く
た
る
(
へ
ン
グ
1
ソ
ン
の
如
く
生
産
費
遮
増
の
み
を
基
礎
'
と
す
る
見
方
も
あ
る
)
。

供
給
債
格
の

供
給
償
給
と
生
産
法
則
と
の
闘
聯

fヘ
rJj 
回
v 
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終
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的
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子
研
究

第

自主

基
礎
に
生
産
法
則
を
と
り
入
れ
ん
と
す
る
此
の
見
解
は
、
慣
格
の
費
化
に
陪
じ
て
生
産
量
心
建
化
を
考
へ
歩
、
逆
に
『
生
熊
量
の
橡
怨
か

註
的

ら
一
軍
位
生
産
費
を
推
し
量
る
』
(
マ

1
シ
ァ
ル
)
と
い
ふ
見
方
を
と
り
、
生
産
諸
要
素
の
憤
格
を
一
定
と
仮
定
す
る
。
ピ
グ
ー
も
、

一
方

に
生
産
諸
要
素
の
慣
格
理
化
を
考
へ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
購
買
力
の
移
梓
で
あ
り
、
結
局
は
こ
の
部
分
を
除
外
し
て
生
産
諸
要
素

の
数
量
と
生
産
物
の
数
回
一
一
旦
と
の
『
物
理
的
関
係
』
に
つ
い
て
供
給
債
格
の
鑓
化
を
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
物
理
的
関
係
を
持
出
す
こ

と
は
債
格
形
成
上
に
客
観
的
根
擦
を
求
め
た
た
め
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
要
求
は
そ
れ
に
よ
っ
て
充
分
満
た
さ
れ
る
と
は
思
は
れ
ぬ
。
こ
れ

は
貨
は
前
節
述
べ
た
限
界
純
生
産
量
の
均
等
或
は
貨
幣
生
産
費
の
意
味
と
い
ふ
問
題
か
ら
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
酷
で
あ
る
。
生
産
の
限
界

一
財
の
生
庄
の
横
張
に
よ
る
生
産
諸
要
素
の
吸
牧
は

に
於
て
各
生
産
要
素
の
報
酬
は
各
用
途
間
に
均
等
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
な
ら
ば
、

一
般
に
そ
れ
ら
の
債
格
の
上
井
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
ピ
グ
ー
に
は
生
産
の
損
張
の
此
の
僚
件
が
明
か
で
な
い
。
そ
れ
は
簡
唱
に
言
へ

ぽ
、
シ
ュ
ム
ベ

1
タ
ー
が

図。。ロ
C
E
r
L『
C耳
ロ
包
誌
上
の
一
論
文
に
於
て
『
一
産
業
の
生
産
横
張
と
い
ふ
の
は
「
軍
要
さ
」
の
遁
増
す

る
他
の
諸
用
途
宮
D
E
p
a
H
H

∞・
qhR山
口
匂

G
H
E
E
旬
、
♀

r
2
5
2
か
ら
生
産
諸
要
素
の
数
量
を
取
去
る
こ
と
を
意
味
す
る
』
と
述
べ
て
ゐ

註
切

る
貼
に
解
答
を
見
出
し
得
る
事
で
あ
る
と
思
ふ
。

シ

ュ

ム

ペ

1
9
1
の
主
張
は
限
界
利
用
均
等
の
法
則
か
ら
一
次
の
如
く
敷
街
し
得
る
で
あ
ら
、
7
0

先
づ
、
ニ
ワ
の
こ
と
を
俄
定
す
る
。
第
一
に
生
産

諸
要
素
の
金
量
を
一
定
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
生
斉
諸
要
素
の
祁
封
債
格
の
比
を
一
定
と
見
る
こ
と
。

い
ま
A
、
B
、

c
一
一
一
ヲ
の
産
業
部
門
を
考
へ
、
生
産
諾
要
素
の
数
設
を

H
H
H
H
H阿
同
14
〈

4
H
〈
口
」
己
口
阿
川
内

惚
括
的
に
I
、
日

:
・
な
る
単
位
を
以
て
一
不
ナ
。
各
土
陀
業
に
封
し
生
車
内
務

ー静

αコ

‘3 

。

ω
 

h
F
ω

凶

"'， 

ー‘

"" 
ト.. 

o 

要
素
が
堵
加
す
れ
ば
す
る
程
一
般
に
単
位
常
り
の
債
格
或
は
債
依
は
遜
減

す
る
。
例
へ
ば
表
の
如
き
系
列
を
と
る
場
合
に
於
て
、
若
し
生
所
諸
要
素

ヒ=

‘よ3

c> 

世可

ト司

o 

o 

司

出

品

w 

"" 
炉吋

o 



の
金
量
が
十
五
で
あ
る
と
す
れ
ば
A
に
六
、

B
に
五
、

G

に
四
が
流
れ
ゆ
き
、
生
法
諸
要
素
の
債
絡
は
3
と
な
る
。

扱
て
A
芹
業
が
生
産
の
擁
張
を
な
さ
ん
怨
必
に
は
、
他
の
部
門
の
生
岸
諸
要
素
を
吸
牧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
一
、
吸
牧
ナ
る
順
序
は
系
列
上
債
格
低

い
も
の
か
ら
高
い
も
の
へ
向
っ
て
行
く
。
シ
え
ム
ベ

1
9
1
の
ぶ
ロ
角

2a

aM出
ぬ

q
r
H
H
H
J
S
E
E
C酔
r3dsa--
と
は
と
れ
を
指
ナ
。
更
に
次
の
如
く

H

H

同][己
]
[
J
J
1
4
4
H
4
ロ
」
己
]
[
H
H
凶

凶

M
H
X
H
H

t>-

〕

{

】

(

]

{

(

)

。

αコ

‘ミZ

=> 

。τ
。 I~ゐ

ι。
~ 

H・4

。

考
へ
で
も
い
ふ
O
A
産
業
の
生
産
鋳
張
の
意
味
は
諾
要
素
に
封
ナ
る
領
特

ヒ百

‘よZ

ヨ3

i:r< 

日 |手当

。。
止。

ド・占

系
列
を
全
峰
と
し
て
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
今
皮
は
下
表
の
如
〈

tコ

。3
i:r< 

I~ 

t~ 

ト4

。

な
づ
た
と
ナ
る
。
生
車
問
諸
要
素
埜
十
五
は
八
、
六
、
三
に
割
り
振
ら
れ
、

そ
の
償
持
は
前
表
で
は
3
で
あ
っ
た
が
今
度
は
4
と
な
る
。
要
す
る
に
に

4
4
3
G
Z
B宮
古
に
つ
い
て
か
・
ふ
る
枇
合
的
立
場
を
導
入
ナ
る
と
い
ふ
こ

と
が
、
ピ
グ
ー
の
提
論

ω
愛
肢
か
ら
も
橡
め
て
必
要
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

併
し
生
産
諸
要
素
の
債
格
の
上
口
升
を
生
産
損
張
の
僚
件
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
直
に
供
給
債
格
そ
の
も
の

L
逓
増
を
意
味
し
た
い
。

生
産
諸
要
素
の
債
格
の
上
昇
は
或
る
場
合
(
そ
の
上
昇
よ
り
激
し
い
牧
穫
逓
増
が
作
用
す
る
場
合
)
に
打
ち
消
さ
れ
る
。
シ
ュ
ム
ベ

l
グ

ー
は
前
掲
の
論
文
に
於
て
、
供
給
償
格
は
常
に
遮
増
的
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
い
ま
述
べ
た
打
ち
消
さ
れ
る
場
合
の
如
き
は
過
剰
生
産

註
叫

の
原
因
と
た
る
も
の
で
あ
る
と
越
ペ
て
ゐ
る
。
併
し
均
衡
決
定
に
興
る
も
の
は
生
産
諸
要
素
の
慣
格
の
逓
増
(
生
産
横
張
の
刺
戟
)
と
生

産
物
の
需
要
債
格
の
遮
減
(
生
産
捷
張
の
阻
止
)
と
の
封
立
で
あ
る
。
市
し
て
賓
量
的
意
味
に
於
け
る
生
産
法
則
は
間
接
に
作
用
す
る
。

従
っ
て
生
産
物
に
封
す
る
供
給
悦
格
の
形
に
は
遮
増
・
遮
減
・
不
賓
が
あ
り
得
る
と
号
一
口
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て

尽
蔵
諸
要
素
に
封
ナ
る
(
費
用
)
債
格
の
遜
場

生
産
物
に
封
す
る
需
斯
官
僚
絡
の
逓
減

一
逓
増

生
産
物
に
豹
ナ
る
供
給
僚
格
の
一
一
越
減

{
不
渡

供
給
償
柊
と
生
産
法
則
と
の
闘
騎

(
山
岡
)
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波

三
二
四

曹
と
た
り
、
ピ
グ
1
の
如
く
供
給
債
格
の
三
態
様
の
費
化
率
を
承
認
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
が
、
ピ
グ
ー
に
快
け
て
ゐ
る
貼
は
生
産
諸
要
素
の
慣
格

の
上
昇
を
正
し
く
と
り
入
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ピ
グ
ー
が
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
及
び
国
民
分
配
分
の
犬
さ
を

相
封
的
に
考
へ
た
か
っ
た
と
い
ふ
弐
節
の
問
題
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

註
(1) 

ピ
グ

I

の
均
衡
管
業
は
マ

1
シ
ァ

Y
の
『
代
表
傍
業
』

EH)耳目
8
2
t
d品
目
白
ロ
に
他
な
ら
ぬ
が
、
後
者
の
如
〈
現
質
的
・
統
計
的
に
確
定

し
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
(
司
氏
伊
青
少
匂
・

4
g脚
註
)
。
更
に
個
#
の
替
業
を
系
列
的
に
見
、
最
も
不
利
な
る
事
情
の
下
に
於
け
る
替
業
を

『
限
界
管
業
』
目
卸
売

ZhvH
民吋

E
Z
B
-
B
U
S
H
V
H
W
と
呼
び
、
こ
れ
を
重
視
す
る
例
も
見
受
け
る

(
2・
向
。
日

H
2
2
P
∞
UHさ
q
p
p戸
円
。

E
n
p
f
匂・

2
〕

o
同

o
r
r
u♂
司

HH⑦
E
官
君
。
ロ

g
立

S
2
2出
(

同

g
u
O
B
r
L『
C出
EMF-LDM∞
・
=
》
・
日
∞
斗
ー
さ
串
)
は
供
給
の
作
用
を
沌
論
的
に
取
扱
ふ
場
合
に
此

積
概
念
の
不
用
で
あ
る
こ
と
を
詑
い
て
甚
だ
明
快
で
あ
る
。

註
尚
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
既
に

FH宮
d135w
白
石

H
2
4
m
a
Z
R
g
m山口
mmw口
白
色
白
同
巳

m
r
z
m
2
2
2由
(HUHH)
な

る
論
文
(
い
ま
牧
め
て
同

J
4
2
m
H。吉伸
g
m
g
M
V
O
H山
氏
。
色
国

5
ロ
cguJJ1CH・
]-HO凶
却
に
あ
る
)
に
於
て
詳
し
い
。
エ
ヂ
ウ
ォ

1
ス
は
限
界
生
産

長
の
轄
向
黙
を
以
て
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
と
考
へ
て
ゐ
る

(
H
v
g・
匂
・
口

1
2
)。
今
日
で
は
限
界
立
と
平
均
量
と
の
一
致
を
考
へ
る
の
が
遁
訟
で

あ
ら
う
。
倫
、
同
じ
問
題
は
最
近

m
g
c
r
H戸
3
g
c
Eロ
中
宮
問
。
同
色

E
吋
宮
山
口
合
同
開

c
m
g
E
Z由民
P

N
。
泣
き
回
目
同
宮
崎
・
民
主
由
。
ロ
包
む
回
目
ロ

CBH3

同国
ω
H
(
殊
に

m・
8
3
を
見
ら
れ
よ
。

註
(3) 

シ
ュ
ム

A
1
9
1
に
つ
い
て
は
『
p
t
E
S
E与
え
E
Z
さ
B
-
F
o
g
-
r
p
d
B
Z
Zお
-
E
-
uミ
l
∞
参
照
。
高
田
博
士
に
ヲ

い
て
は
次
の
言
を
引
く
『
一
棟
、
供
給
同
教
又
は
供
給
路
線
は
本
来
静
的
の
も
の
で
あ
る
、

ら
る
込
数
量
と
供
給
債
格
と
の
閥
係
に
閥
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
時
を
具
に
し
て
、
従
び
て
僚
件
を
異
に
じ
て
供
給
せ
ら
る
弘
毅
設
と
供

給
償
給
と
の
閲
係
そ
の
も
の
を
示
ナ
と
こ
ろ
の
凶
数
又
は
曲
線
を
、
と

L
に
動
的
な
る
供
給
函
数
ま
た
は
動
的
な
る
供
給
曲
線
と
い
ふ
』
と
(
『
債

格
の
煎
論
』
八
三
頁
)
。
但
し
高
田
博
士
の
『
静
的
供
給
曲
線
』
は
生
芦
"
裂
と
直
接
閥
聯
な
き
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ム

A
1
9
1
に
於
て
は
然
ら
ず
。

註

仰

マ

1
シ
7

Y
は
長
期
・
短
期
に
つ
い
て
次
の
如
く
い
ふ
『
若
し
期
間
が
短
か
け
れ
ば
供
給
は
偶
キ
そ
ζ

に
在
り
合
せ
る
羽
在
高
に
限
ら
れ
て

一
時
に
於
け
る
、
云
は

Y
時
を
同
じ
う
し
て
供
給
せ



了
ふ
。
訴
し
そ
の
期
間
が
少
し
く
長
く
な
れ
ば
そ
の
供
給
は
問
題
の
貨
物
の
生
摩
費
に
影
響
さ
れ
る
。
若
し
そ
の
期
間
が
非
常
に
長
け
れ
ば
、
こ

の
生
産
"
授
は
今
度
は
そ
の
貨
物
の
生
・
産
に
要
す
る
傍
働
と
有
形
物
と
を
生
産
す
る
費
用
に
影
響
さ
れ
る
』
(
『
岡
山
間
四
』

V
-
1
・
6
)
と
。
闘
に
マ

ー
ジ
ァ
戸
内
時
期
の
分
類
は
山
一
時
的
、
極
め
て
短
期
仰
短
期
、
数
ヶ
月
又
は
一
年
間
長
期
、
数
年
伸
永
描
酬
の
四
つ
で
あ
る

(
V
・
5
・

8
)
。
私
は
供
給
償
給
の
務
化
率
は
長
期
・
短
期
と
い
ふ
時
の
エ
レ
メ
シ
ト
を
必
要
と
し
な
い
と
見
る
。
供
給
の
某
礎
に
生
康
費
を
と
り
い
れ
る

こ
と
は
、
決
し
て
観
察
を
長
期
に
向
け
る
か
ら
で
な
く
、
均
衡
成
立
の
佼
件
と
し
て
炭
く
生
廷
の
領
域
を
含
ま
し
め
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

註
(5) 

マ
1
シ

?

Y
の
『
特
定
失
費
曲
線
』
は
生
産
者
僚
剰
な
る
一
種
の
地
代
現
象
と
結
び
つ
け
ら
一
れ
る

(
『
原
海
』

v
・
第
八
附
録
四
)
。

之
に

封
し
合
同
閃
博
士
の
紹
介
及
び
批
評
が
あ
る
(
『
債
絡
の
到
論
』
八
七

i
九
一
一
良
)
。

博
士
は
こ
れ
を
併
し
て
務
ゆ
る
『
動
的
供
給
曲
線
』
と
し
註
拘

註
(時) に
述
べ
た
立
場
か
ら
排
斥
す
る
。

HHECゲ
2
5
3
c
c
m酢

2
2
2
P出
向

E
E
L『

2
5
2・
N
。
浮
き
『
出

2
・
zmp仲凶
gmV5rduqE円。
wHSwm-U日
の
甘
い
究
期
供
給
曲
線
は
生
産
の

設
m
W5
2
3
4
Z
Eぬ
g
a
p
E回
目
耳
目

g
乙
ロ
三
回
》

S
E
a面
、
出
。
。
ロ

O
B
rト
『

c
d
g
p
r
g凶
∞
-
匂

MY回目∞
l
M
g
は
購
買
力
移
障
が
治
“
日
賞
者
と
生
医
者

オ
プ
チ
マ
ム
の
系
列
を
時
の
エ
レ
メ
シ
ト
を
入
れ
て
考
へ
て
ゐ
る
。

注
目
河
口
』
・
同

2
ロ
g
F
4向
。
毛
色
町
同
∞

2
・2
ヨ
B
E
r
g
-
J
2同
m，g
J
o
d
pユ
号
H
U
L
C
5
5
H
a出
g
g
E
O田
LCHω-EY凸
斗
凶

1
1
8・
向

と
の
問
に
相
殺
さ
れ
符
な
い
と
い
ふ
疑
問
を
惑
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
疑
問
は
ピ
グ
ー
が
供
給
償
給
の
愛
化
に
購
買
力
移
轄
以
外
の
他
の
部
分
を
考
へ

た
と
と
に
よ
っ
て
‘
答
へ
ら
れ
る
と
思
ふ
。

註
(8) 

マ
1
シ
ア
山

FI--
『
般
絡
に
弓
一
日
へ
ば
生
産
量
と
之
が
賓
却
領
特
と
は
相
互
の
函
数
で
あ
る
。
:
・
:
併
し
現
究
生
活
の
上
で
は
、
一
草
枕
蛍
り

の
生
産
費
は
珠
想
生
産
量
か
ら
推
し
量
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
惑
に
は
行
は
な
い
。
終
済
庖
半
者
は
遁
例
こ
の
貸
際
に
従
ふ
』
(
『
原
理
』

V
-
m
・

1
註
)
。

こ
込
か
ら
謂
ゆ
る
供
給
の
弾
力
性
を
否
定
し
て
ゐ
る
。
併
し
供
給
の
場
合
も
需
要
の
場
令
も
.
並
ハ
に
量
と
償
給
と
は
『
相
万
一
の
函
数
』

と
併
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
ヘ
シ
ダ
1
ソ
シ
の
生
産
限
界
は
、
第
一
、
個
岨
血
管
業
は
凡
て
限
界
今
一
斉
u

裂
が
債
絡
に
等
し
く
な
る
黙
迄
生
産
を
婿
張
ナ
、

第
二
、
債
格
高
ま
れ
ば
生
産
者
の
教
者
加
ナ
、
と
い
ふ
二
僚
件
か
ら
成
る
。

供
給
償
格
と
生
成
法
刈
と
の
閥
聯

へ
山
田
)

三
二
五
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ノ、

設
(9) 

m
G
H
M
M
H
E
Z
Z
3
目
5
E
m
g
z
z守
主

2
1
2
z
m
g
(出
S
ロ
O
B
Z
旬
司
日
ロ
hwHWHCU
∞
)
は
資
本
主
義
の
不
安
定
が
経
済
外
の
原
因
に
基
く
こ

と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
宇
に
は
終
済
安
定
の
僚
件
と
結
び
つ
け
て
供
給
使
絡
及
び
濁
占
の
問
題
を
取
扱
ひ
、
主
と
し
て
英
図
汲
印
税
済

血
宇
の
諸
民
平
設
に
封
し
暗
示
深
き
批
刷
刊
を
奥
へ
て
ゐ
る
。
出
口
々
の
特
に
奥
床
あ
る
黙
は
シ
ュ
ム
A
I
R
-
の
奮
設
で
は
生
産
法
則
の
如
き
を
寧
ろ
技

術
法
則
と
解
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
此
の
論
文
で
は
明
に
生
産
量
と
生
産
賓
と
の
措
変
化
闘
係
を
顧
慮
し
、
供
給
僚
絡
の
問
題
に
迫
っ
て
ゐ
る
ζ

と

で
あ
る
。

本
文
に
必
要
な
る
筒
虎
の
引
用
を
示
せ
ば
失
の
如
し
。

『
白
山
競
争
の
下
に
於
け
る
静
的
均
衡
は
供
給
償
絡
が
生
法
設
に
封
し
遜
靖
的
函
数
で
あ
る
な
ら
ば
安
定
的
で
あ
る
。
此
の
僚
件
は
任
意
の
産

業
に
於
け
る
生
産
携
張
が
生
産
誇
要
素
の
敷
設
を
「
章
一
要
き
」
の
逓
増
す
る
他
の
諸
用
途
か
ら
取
去
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
ふ
根
本
事
貨
に
基

く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
勿
論
、
単
一
管
業
の
内
部
だ
け
に
つ
い
て
は
現
示
さ
れ
ぬ
が
、
;
:
生
産
増
加
に
封
ナ
る
限
界
利
用
遜
減
の
作
用

と
封
立
し
て
、
諾
の
資
源
刀
農
業
問
の
分
布
を
決
定
す
る
力
で
あ
一
る
』
(
ヲ
呂
田
)
。

更
に
脚
註
に
於
て
、
『
生
長
費
遜
場
は
終
済
行
程
の
良
の
本
質

的
な
事
柄
を
意
味
し
、
欲
望
満
足
の
法
則
を
別
の
形
で
表
現
し
た
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
今
一
斉
誇
手
段
が
一
産
業
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ

ら
が
現
資
的
に
か
可
能
的
に
か
他
の
諸
法
業
か
ら
取
去
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
の
海
自
の
た
め
に
、
常
に
遜
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
(
匂
・

8
由
註
)

。
と

註
mw

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
は
前
項
の
引
用
句
に
績
い
て
次
の
如
く
述
べ
る
。
『
右
の
僚
件
は
、
生
産
量
増
加
の
上
に
挟
ま
る
同
定
安
に
よ
っ
て
よ
り

以
上
補
は
れ
る
と
い
ふ
理
由
の
た
め
、
各
車
陀
業
に
封
し
一
時
的
に
現
れ
ず
に
ゐ
る
期
間
が
あ
る
。
か
込
る
相
場
合
に
は
安
定
的
な
均
衡
黙
は
あ
り
得

な
い
。
然
し
そ
の
結
果
ナ
る
と
こ
ろ
は
蛍
然
消
滅
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
先
行
的
な
不
安
定
郎
ち
過
剰
生
産
と
呼
ば
れ
る
も
の

h
原
因

の
一
ワ
で
あ
る
ー
は
恐
ら
く
或
は
屡
#
起
る
で
あ
ら
う
が
、
安
定
的
均
衡
は
結
局
に
於
て
出
現
す
る
こ
と
』
な
ら
う
。
』
(
匂

-
g
u
l
l
3



四

理
想
的
生
産
量

ピ
グ
I
は
以
上
越
ベ
た
供
給
慣
格
の
礎
化
が
氏
の
特
有
の
概
念
た
る
私
的
純
生
産
量
と
枇
合
的
純
生
産
量
と
の
上
に
ど
ん
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
を
問
ふ
も
の
で
あ
る
。
こ
L

か
ら
謂
ゆ
る
理
想
的
生
売
量
た
る
も
の
L

規
定
が
導
か
れ
る
。
ピ
グ
1
の
厚
生
経
済
摩
的
な
立
場
は

此
の
考
察
の
中
に
現
れ
て
く
る
。

先
づ
二
つ
の
純
生
産
量
に
離
反
を
生
歩
る
原
因
を
確
定
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ピ
グ
ー
は
生
産
諸
要
素
の
慣
格
を
一
定
と
し
て
議
論
を

進
め
る
。

宇
治
し
一
定
産
業
に
於
け
る
生
産
量
の
小
費
動
が
何
れ
の
生
産
要
素
の
償
絡
の
襲
化
も
起
さ
ぬ
と
限
定
す
れ
ば
、
雇
用
さ
れ
る
諸
要
素

の
量
の
増
減
は
そ
の
産
業
が
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
た
め
購
入
す
る
に
費
す
貨
幣
額
の
増
減
に
よ
っ
て
、
遁
嘗
に
、
こ
れ
を
測
る
こ
と
が

で
き
る
0

・
:
任
意
の
財
の
生
産
量
の
一
軍
位
だ
け
の
増
加
が
貨
幣
を
以
て
測
れ
る
千
均
生
産
費
を
或
は
高
め
或
は
低
め
る
場
合
、
・

-
:
若
し
生
産
諸
要
素
の
投
下
者
が
費
用
上
の
増
加
た
り
減
少
な
り
を
消
費
者
に
向
け
て

F
5
4
4
Fヨ
S
L
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
費

用
の
増
加
で
あ
る
か
減
少
で
あ
る
か
に
従
っ
て
、
私
的
純
生
産
量
の
慣
値
は
一
世
合
的
純
生
産
量
の
償
値
よ
り
も
或
は
多
く
或
は
少
く
な

る
』
(
匂

-BU)
と。

右
引
用
句
中
、
消
費
者
に
向
け
て
4
「
}
同

H-CJ戸〈

..... 
c 
H 
6 .-
4 
h 
~ 
M 
a 
~ ...... 

す
る
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
も

ω
は
前
段
ピ
グ
ー
に
よ
っ
て
供
蛤
憤
格
の
費
化
中

宵

P
E
F同
す
る
部
分
と
し
て
取
扱
は
れ
た
も
の
と
は
具
る
。
こ
の
移
轄
部
分
と
い
ふ
の
は
生
産
諸
要
素
の
債
格
そ
の
も
の
L

饗
化
に
闘
す

供
給
債
格
と
や
一
康
法
則
と
の
閥
聯

(
山
間
)

一一一七
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べ

る
。
之
に
反
し
、
生
産
諸
柏
町
中
高
の
憤
絡
を
一
定
と
見
て
も
向
考
へ
ら
れ
る
供
給
慣
絡
の
礎
化
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
的
純
生
産
量
と
枇
曾
的

純
生
産
量
と
の
間
の
離
反
を
粛
す
と
い
ふ
こ
と
が
掠
で
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
右
引
用
句
を
理
解
せ
ん
矯
め
に
は
尚
一
つ
の
準
備
が
要

、.、.、.、，、，

る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
ピ
グ

1
の
供
給
慣
格
と
は
一
産
業
の
千
均
生
産
品
質
を
意
味
す
る
と
解
し
得
る
が
(
こ
れ
は
右
引
用
勾
中
に
も
明

一
示
不
さ
れ
て
ゐ
る
)
¥
、
吏
に
別
に
『
叩
臨
山
界
供
給
慣
格
』

B問
p号w信吋ぬ包山

帥
樟
恒
の
生
虫
産
陀
且
量
長
玄
及
一
二
出
早
予
日
杭
杭
の
増
加
に
訣
官
す
る
産
業
J

全A舎全十点J
韓
の
生
宜
産
陀
費
の
増
分
』
で
あ
り
、
従
っ
て
一
産
業
会
障
の
限
界
生
産
費
を
意
味
す
る
と

註

ω

考
へ
て
い
t
A
O

こ
れ
ら
平
均
生
産
費
、
限
界
生
産
費
は
一
産
業
の
全
樫
生
産
量
に
関
し
て
言
ふ
も
の
で
あ
り
、
均
衡
企
業
の
生
産
量
に
闘

す
る
こ
れ
と
同
一
の
概
念
と
は
匝
別
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
私
は
此
の
直
別
が
本
来
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
を
問
ふ
後
者
の
場
合
に
固
有

た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
或
る
意
味
で
前
者
の
場
合
に
適
用
し
た
も
の
と
解
し
得
る
と
思
ふ
。

ピ
グ

1
の
奥
へ
て
ゐ
る
数
式
を
整
制
す
れ
ば
(
匂
・
∞
詰
参
照
」
、

一
産
業
高
の
む
ぶ
?
供
給
償
ち
い
丹
バ

Fド

紗
即
日
』
一
か
・
:
:
・
工
ほ
日
股
汁
れ
い
一
-
三
、
(
可
)

-

H

w

a

』

R
m
p
F
(
限界供給償絡
)
'
L
い「二

K
E件
い
い
ド
ニ
ホ
一
7
h
b

一

会

ぺ

{

し

苧

」

」

F

U

F

、

こ
れ
ら
の
概
念
を
周
ふ
る
た
ら
ば
、
前
に
引
用
し
た
句
の
趣
旨
は
簡
草
に
弐
の
如
く
示
さ
れ
る
だ
ら
う
。

供
給
債
格
謹
増
の
場
合
H

限
界
生
産
品
質
は
千
均
生
産
費
よ
り
も
大

i
限
界
生
産
量
は
千
均
生
廃
量
よ
り
も
小
|
従
っ
て
憤
格
の
靖

或
は
簡
単
に
¥
ι
(

。

(1) 
加
分
(
私
的
純
生
産
量
)
は
質
量
の
増
加
分
(
枇
合
的
純
生
産
'
量
)
よ
り
も
大
と
た
る
。

供
給
慣
格
遁
減
の
場
合
リ
限
界
生
産
費
は
千
均
生
産
費
よ
り
も
小
l
限
界
生
時
量
は
五
l

均
生
犀
量
よ
り
も
え
i
従
っ
て
償
絡
の
増

(2) 



加
八
刀
(
私
的
純
生
産
量
)
は
貫
量
の
増
加
分
(
祉
舎
的
純
生
産
量
)
よ
り
も
小
と
な
る
。

品
以
に
遮
べ
た
部
分
に
湘
品
川
同
ナ
る
ピ
グ

1

の
数
式
的
説
明
は
次
の
黙
を
明
に
せ
ん
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
即
ち
一
産
業
の
全
生
産
量
を

y
、
そ

の

引

か

ま

と

(

る

と

す

れ

ば

、

生

?

・

5、
r
r
r
p
p去
、

・

3
0丁
、

せ

C
G
去
る
と
な
る
。
放
に
限
界

生
産
費
の
表
式
中
に
は
卒
均
生
照
的
筑
の

y
に
陶
ナ
る
微
分
に

y
を
乗
じ
た
る
も
の
と
平
均
生
売
費
と
の
和
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
O

K

百
P

ロ
p
q
E
m
a
E
Z
L
F
M
M・8
3

)
。
そ
こ
で
、
平
均
生
長
賓
と
限
界
生
産
"
裂
と
の
闘
係
は
次
の
如
く
一
不
さ
れ
る
。

供

給

詩

書

の

場

合

は

せ

(
b
v
o
従

っ

て

よ

出

ミ

S
V
¥
S

供
給
債
格
逓
減
の
場
合
は
い
u
え
る
八
。
従
つ
ご
い
け
¥
(
己
ミ

S
4
C、)

制

ヘ

I
l
で

9
・
g凶
向
、

I II 
私
的
純
生
産
量
と
社
合
的
純
生
産
量
と
の
一
致
す
る
が
如
き
場
合
の
生
産
量
を
、
ピ
グ

1
は
名
け
て
『
理
想
的
生
産
量
』
己

gMO己
匂
己

と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
供
給
慣
格
(
千
均
生
産
費
)
と
限
界
供
給
債
絡
(
限
界
生
産
費
)
と
が
一
致
す
る
場
合
で
あ
る
。
供
給

債
格
逓
増
及
び
逓
減
に
つ
い
て
は
こ
の
保
件
は
充
た
さ
れ
ぬ
。
ひ
と
り
供
給
債
格
不
礎
の
場
合
の
み
理
想
的
生
高
量
が
現
れ
る
。
虚
で
ピ

グ
ー
は
い
ふ
、
こ
の
理
想
的
生
産
量
は
個
々
の
産
業
を
分
析
し
て
知
り
得
ら
る
も
の
で
は
な
い
、
特
定
の
『
標
準
産
業
』

S
E
E
H
P
?

島
市
守
H
V
M
V
】
同
ロ
門
H
H
H
Z

常
句
た
る
も
の
を
想
定
し
て
の
み
始
め
て
可
能
で
あ
る
と
。
印
ち
ピ
グ
l
は
前
に
、

た
と
全
く
同
一
趣
意
で
、
今
度
は
産
業
会
一
瞳
に
つ
き
標
準
産
業
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
産
業
は
貰
在
的
な
ら
A
Y
と
も
い
与
。
そ
れ

は
自
由
競
争
の
下
に
供
給
債
格
不
費
を
現
す
だ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
産
業
で
あ
る
。

一
産
業
に
つ
き
均
衡
管
業
を
考
へ

(
以
上
特
に
同
y
U
H
U

脚
註
)
。

側
-R

の
産
業
は
此
の
標

準
産
業
に
合
せ
て
、
そ
の
生
産
棋
張
の
度
を
調
節
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
供
給
慣
格
逓
増
の
現
れ
る
産
業
は
生
産
量
が
過
多
で
あ
り
、
供
給
慣

格
遮
減
の
現
れ
る
産
業
は
生
産
量
が
過
少
で
あ
る
。
従
っ
て
前
者
の
生
産
摘
張
は
阻
止
さ
る
べ
く
、
後
者
の
生
産
擁
張
は
奨
蹴
さ
る
べ
し

供
給
償
格
と
生
産
法
則
と
の
関
聯

/ヘ
山
EH 
、ー〆

九
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E
た
り
、
ピ
グ
1
の
如
く
供
給
債
格
の
三
態
棋
の
鑓
化
率
を
承
認
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
が
、
ピ
グ
ー
に
は
肌
け
て
ゐ
る
賠
は
生
産
諸
要
素
の
償
絡

の
上
昇
を
正
し
く
と
り
入
れ
た
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ピ
グ
ー
が
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
及
び
園
民
分
配
分
の
大
さ
を

相
封
的
に
考
へ
な
か
っ
た
と
い
ふ
尖
節
の
問
題
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

言主
(1) 

ピ
グ

1
の
均
衡
待
業
は
マ

1
シ
ァ

Y
の
『
代
表
符
業
』
H

名
目
富
岡
g
p
@
民】守口
H

に
他
な
ら
ぬ
が
、
後
者
の
如
〈
現
特
一
的
・
統
計
的
に
確
定

し
符
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い

(
4
4
4
⑦
HpgwM)・
叫
∞
∞
脚
註
)
。
更
に
個
々
の
替
業
を
系
列
的
に
見
、
最
も
不
利
な
る
事
情
の
下
に
於
け
る
管
業
を

『
限
界
廿
営
業
』

Bm耳
目

EMVH
民】

1
H
H
H
2
B
-
g
u
g】
守
口
と
呼
び
、
こ
れ
を
重
視
す
る
例
も
見
受
け
る

(
2・同⑦
HH向。
z
q
p
∞
丘
さ

q
pロ
白
旬
。
EmHHAHw
匂・

2)OHHOゲ
ゲ

EaM
げ門げの

E
官
君
。
ロ
g
z
g
法】

q
B
(出。ロロ
DHMW向。ト『
c
d
一BmvHLCM∞
-
E》・叩∞寸
l
l
ι
3
3

は
供
給
の
作
用
を
町
四
論
的
に
取
扱
ふ
場
合
に
此

積
概
念
の
不
用
で
あ
る
こ
と
を
設
い
て
甚
だ
明
快
で
あ
る
。

註
¥2) 

生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
阪
に
困

YH宮
司
C吋
岱
ご
目

5
H
P
2
0片
山
口

2
2
m
Mロ
m
p
u白
色

B
Z
2
r
u∞
2
2
5田

(HUHH)
な

る
論
文
(
い
ま
牧
め
て

E
H
U
Z由

2
7
2
H
w
m
g
F
E
U己
目
S
ロ
G
E
3
4
0
H・
]-HCMU
に
あ
る
)
に
於
て
詳
し
い
。
エ
ヂ
ウ
ォ

1
ス
は
限
界
生
産

長
の
轄
向
黙
を
以
て
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
と
考
へ
て
ゐ
る
(
匂
・

2
・
HV・
肖

1
2
)。
今
日
で
は
限
界
設
と
一
牛
均
金
と
の
一
致
を
考
へ
る
の
が
遁
訟
で

あ
ら
う
。
倫
、
同
じ
問
題
は
最
近
辺

m
b
r
ロ
2
9
C】ZHZ白
話
。
H
H
aロ
2
2
z
g
H
H
問。
m
g
u
p
g
z
p
N丘
go--M宮
崎
・
民
戸
仲
間

CUPHD宮
出
OBH3

H
O
ω

同
(
殊
に

m-
印
自
由
)
を
見
ら
れ
よ
。

註
(3) 

シ
ュ
ム

A
1
9
1
に
つ
い
て
は
片
岡

E
U
m
gヴ
自
q
a
s
z
g
H
H
m
g・固め
B
S旨

E
S
E
-
L
U
M叩・

2
》
・
日
ミ
|
∞
参
照
。
高
田
博
士
に
ヲ

い
て
は
次
の
言
を
引
く
『
一
棒
、
供
給
函
数
又
は
供
給
凶
線
は
本
来
静
的
の
も
の
で
あ
る
、

一
時
に
於
け
る
、
一
去
は

Y
時
を
同
じ
う
し
て
供
給
せ

ら
る
L

数
量
と
供
給
債
格
と
の
閥
係
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
時
を
異
に
し
て
、
従
ひ
て
佼
件
を
具
に
じ
て
供
給
せ
ら
る
込
数
量
と
供

給
債
格
と
の
閥
係
そ
の
も
の
を
一
示
ナ
と
こ
ろ
の
同
教
又
は
曲
線
を
、

ζ

』
に
動
的
な
る
供
給
函
数
ま
た
は
動
的
な
る
供
給
曲
線
と
い
ふ
』
と
(
『
領

特
の
即
時
論
』
八
三
頁
)
。
但
し
高
田
博
士
の
『
静
的
供
給
曲
線
』
は
生
定
賓
と
直
接
関
聯
な
き
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ム

A
1
9
1
に
於
て
は
然
ら
ず
。

註

仰

マ

1
シ
ァ
山
げ
は
長
期
・
短
期
に
つ
い
て
次
の
如
く
い
ふ
『
若
し
期
間
が
短
か
け
れ
ば
供
給
は
側
々
そ
こ
に
在
り
合
せ
る
羽
在
高
に
限
ら
れ
て



了
ふ
。
訴
し
そ
の
期
間
が
少
し
く
長
く
な
れ
ば
そ
の
供
給
は
問
題
の
貨
物
の
生
摩
費
に
影
響
さ
れ
る
。
若
し
そ
の
期
間
が
非
常
に
長
け
れ
ば
、
こ

の
生
保
安
は
今
度
は
そ
の
貨
物
の
生
産
に
要
す
る
傍
働
と
有
形
物
と
を
生
産
す
る
費
加
に
影
響
さ
れ
る
』
(
『
原
理
』
V
-
1
・

6
)
と
。
困
に
?

ー
シ
ア
ル
の
時
期
の
分
類
は
向
一
時
的
、
極
め
て
短
期

S
)
。
私
は
供
給
僚
絡
の
務
化
率
は
長
期
・
短
期
と
い
ふ
時
の
エ
レ
メ
シ
ト
を
必
要
と
し
な
い
と
見
る
。
供
給
の
某
礎
に
生
産
突
を
と
り
い
れ
る

こ
と
は
、
決
し
て
観
察
を
長
期
に
向
け
る
か
ら
で
な
く
、
均
衡
成
立
の
篠
件
と
し
て
炭
く
生
産
の
領
域
を
含
ま
し
め
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

仰
短
期
、
数
ヶ
月
又
は
一
年

防
長
期
、
数
年

的
永
演
の
四
ワ
で
あ
る

(
V
・
5

・

註
(5) 

マ
1
シ
ア
W
Y

の
『
特
定
失
費
曲
線
』
は
生
産
者
品
開
剰
な
る
一
種
の
地
代
現
象
と
結
び
づ
け
ら
れ
る

(
『
原
坦
』

v
・
第
八
附
録
問
)
。

之
に

封
し
高
岡
博
士
の
紹
介
及
び
批
評
が
あ
一
る
(
『
僚
絡
の
珂
論
』
八
七

i
九
一
一
貝
)
。

博
士
は
こ
れ
を
解
し
て
諮
ゆ
る
『
動
的
供
給
曲
線
』
と
し
諮
問
W

詮
(丹) に
遮
べ
た
立
場
か
ら
排
斥
ナ
る
。

hzooゲ
ヨ
ロ
号
、

coa廿

2
2
2
P出
向

S
E
v
q
s
z
s
-
N色丹
morz宮
内
・
討

mE守
口

mpHors-自
5
5
u
p
m
u臼
の
畏
期
供
給
曲
線
は
生
産
の

註
mwm
V
2
3
4
p巳
ロ
ぬ

g注
目
白
官
包
括

E
乙
口
三
官
申
告

E
F図
。
。
ロ

O
B
r
p戸
B
p
r
H申
凶
∞
・
=
》
・
回
目
∞

l
M
g
は
購
買
力
移
将
が
消
費
者
と
生
斥
者

オ
プ
チ
マ
ム
の
系
列
を
時
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
考
へ
て
ゐ
る
。

kFH守
口

kr・吋
od回目
-
H
H
2
Z毛
色
白
唱
え
士
会
。
⑦

P
E
w
s
-
4
4⑦
図
書
。
J

£
E
Z
3
H
U
L
D
U
B乙
C
附
図
。

cg回目。田
L
U
5・
2
》
・
由
記

lgig-
倫

と
の
問
に
拍
相
殺
さ
れ
得
な
い
と
い
ふ
疑
問
を
述
べ
て
ゐ
る
。

ζ

の
疑
問
は
ピ
グ
ー
が
供
給
僚
絡
の
費
化
に
購
買
力
移
縛
以
外
の
他
の
部
分
を
考
へ

た
と
と
に
よ
っ
て
.
答
へ
ら
れ
る
と
忠
ふ
。

註
(8) 

マ
1
シ
ァ

y
l
l
『
般
絡
に
言
へ
ば
生
産
量
と
之
が
賓
却
債
格
と
は
相
互
の
函
数
で
あ
る
0

・
:
・
:
併
し
現
資
生
活
の
上
で
は
、
一
単
位
食
り

の
生
存
陀
"
裂
は
深
想
生
産
量
か
ら
推
し
量
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
惑
に
は
行
は
な
い
。
終
済
尻
午
者
は
遁
例
ζ

の
質
際
に
従
ふ
』
(
『
百
出
現
』

V
-
m
・

-
註
)
。

こ
込
か
ら
謂
ゆ
る
供
給
の
弾
力
性
を
否
定
し
て
ゐ
る
。
併
し
供
給
の
場
合
も
需
要
の
場
合
も
.
共
に
設
と
償
格
と
は
『
相
互
の
函
数
』

と
解
ナ
べ
き
で
あ
ら
う
。
ヘ
シ
ダ
1
ソ
ン
の
生
康
限
界
は
、
第
一
、
側
関
都
内
業
は
凡
て
限
界
生
声
"
授
が
償
絡
に
等
し
く
な
る
黙
迄
生
産
を
撹
張
ナ
、

第
二
、
債
格
高
ま
れ
ば
生
魔
者
の
数
帯
加
ナ
、
と
い
ふ
ニ
僚
件
か
ら
成
る
。

供
給
償
給
と
生
康
法
則
と
の
閥
聯

へ
山
田
)

三
二
五
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終
済
問
中
研
究

第
二
放

-，. 
ノ、

註
(9) 

mGHMg出回
J23w

と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
半
に
は
終
済
安
定
の
僚
件
と
結
び
つ
け
て
供
給
債
格
及
び
組
側
占
の
問
題
を
取
扱
ひ
、
主
と
し
て
英
国
汲
終
済

撃
の
諸
製
設
に
封
し
暗
示
深
き
批
判
を
奥
へ
て
ゐ
る
。
寺
キ
の
特
に
興
味
あ
る
黙
は
シ
ュ
ム

A
I
R
-
の
奮
設
で
は
生
産
法
則
の
如
き
を
寧
ろ
技

術
法
則
と
解
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
此
の
論
文
で
は
明
に
生
産
量
と
生
摩
"
裂
と
の
愛
化
闘
係
を
顧
慮
し
、
供
給
僚
絡
の
問
題
に
迫
っ
て
ゐ
る
と
と

で
あ
る
。

本
文
に
必
要
な
る
筒
虎
の
引
用
を
示
せ
ば
次
の
如
し
。

『
白
由
競
争
の
下
に
於
け
る
静
的
均
衡
は
供
給
債
格
が
民
主
陀
設
に
封
し
遜
格
的
凶
数
で
あ
る
な
ら
ば
安
定
的
で
あ
る
。
此
の
僚
件
は
任
意
の
産

業
に
於
け
る
生
産
嫡
張
が
生
法
諸
嬰
系
の
敷
設
を
「
重
要
き
」
の
返
靖
す
る
他
の
諸
用
途
か
ら
取
去
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
ふ
根
本
事
貨
に
基

〈
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
勿
論
、
単
一
瞥
業
の
内
部
だ
け
に
つ
い
て
は
現
一
万
さ
れ
ぬ
が
、
・
・
:
生
産
噌
加
に
封
す
る
限
界
利
用
遜
減
の
作
用

と
封
立
し
て
、
諸
の
資
源
の
産
業
開
の
分
布
を
決
定
す
る
力
で
あ
る
』
(
一
司
・

8
印)。

更
に
脚
註
に
於
て
、
『
生
産
夜
遅
婚
は
終
済
行
程
の
農
の
本
質

的
な
事
柄
を
意
味
し
、
欲
望
満
足
の
法
則
を
別
の
形
で
表
現
し
た
だ
け
で
あ
一
る
。
即
ち
ゃ
一
斉
諸
手
段
が
一
産
業
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ

ら
が
現
質
的
に
か
可
能
的
に
か
他
の
諸
庫
業
か
ら
取
去
ら
れ
る
の
で
あ
一
る
と
の
理
由
の
た
め
に
、
常
に
遜
噌
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
(
匂

-ug註
)

。
と

註
…
川
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

1
は
前
項
の
引
用
匂
に
績
い
て
次
の
如
く
述
べ
る
。
『
右
の
僚
件
は
、
生
産
量
噌
加
の
上
に
菰
ま
る
悶
定
資
に
よ
っ
て
よ
り

以
上
補
は
れ
る
と
い
ふ
理
由
の
た
め
、
各
産
業
に
到
し
一
時
的
に
現
れ
ず
に
ゐ
る
期
間
が
あ
一
る
。
か

-30場
合
に
は
安
定
的
な
均
衡
黙
は
あ
り
得

な
い
。
然
し
そ
の
結
果
ナ
る
と
こ
ろ
は
常
然
消
滅
ナ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
先
行
的
な
不
安
定
即
ち
過
剰
生
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
込
原
因

の
一
つ
で
あ
る
ー
は
恐
ら
く
或
は
屡
今
起
る
で
あ
ら
う
が
、
安
定
的
均
衡
は
結
局
に
於
て
出
現
ナ
る
こ
と

L

な
ら
う
。
』
(
匂

-
u
S
1
3



四

理
想
的
生
産
量

ピ
グ
l
は
以
上
述
べ
た
供
給
債
格
の
鑓
化
が
氏
の
特
有
の
概
念
た
る
私
的
純
生
産
量
と
一
世
合
的
純
生
産
量
と
の
上
に
ど
ん
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
を
問
ふ
も
の
で
あ
る
。
こ
L

か
ら
謂
ゆ
る
理
惣
的
生
産
量
た
る
も
の
L

規
定
が
導
か
れ
る
。
ピ
グ
1
の
厚
生
経
済
率
的
な
立
場
は

此
の
考
察
の
中
に
現
れ
て
く
る
。

先
づ
二
つ
の
純
生
産
量
に
離
反
を
生
歩
る
原
因
を
確
定
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ピ
グ
I
は
生
産
諸
要
素
の
慣
格
を
一
定
と
し
て
議
論
を

進
め
る
。

『
若
し
一
定
産
業
に
於
け
る
生
産
量
の
小
費
動
が
何
れ
の
生
志
向
要
素
の
慣
格
の
援
化
も
起
さ
ぬ
と
仮
定
す
れ
ば
、
雇
用
さ
れ
る
諸
要
素

の
量
の
増
減
は
そ
の
産
業
が
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
た
め
購
入
す
る
に
費
す
貨
幣
額
の
増
減
に
よ
っ
て
、
遁
嘗
に
、
こ
れ
を
測
る
こ
と
が

で
き
る
。
:
:
:
任
意
の
財
の
生
産
量
の
一
単
位
だ
け
の
増
加
が
貨
幣
を
以
て
測
れ
る
千
均
生
産
費
を
或
は
高
め
或
は
低
め
る
場
合
、
・
:

-
:
若
し
生
産
諸
要
素
の
投
下
者
が
費
用
上
の
増
加
な
り
減
少
な
り
を
消
費
者
に
向
け
て

F
2当
時
員
者
自
ふ
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
費

用
の
増
加
で
あ
る
か
減
少
で
あ
る
か
に
従
っ
て
、
私
的
純
生
売
量
の
慣
値
は
枇
合
的
純
生
売
量
の
償
値
よ
り
も
或
は
多
く
或
は
少
く
な

る
』
(
匂
・
自
ど
と
e

右
引
用
句
中
、
消
費
者
に
向
け
て

時

-w円
C
J〈

時
《
}
円

J42z，R
H

す
る
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
前
段
ピ
グ
ー
に
よ
っ
て
供
給
債
格
の
費
化
中

酔
同
笹
口
色
白
す
る
部
分
と
し
て
取
扱
は
れ
た
も
の
と
は
兵
る
c

こ
の
移
轄
部
分
と
い
ふ
の
は
生
斉
諸
要
素
の
債
格
そ
の
も
の
L

費
化
に
闘
す

供
給
僚
絡
と
生
産
法
則
と
の
闘
聯

(
山
間
)

一一一士
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加
料
済
比
学
研
究

訪
中
二
披

八

る
。
之
に
反
し
、
生
庄
諸
安
心
一
糸
の
憤
絡
を
一
定
と
見
て
も
向
考
へ
ら
れ
る
供
給
償
絡
の
礎
化
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
的
純
生
売
量
と
吐
合
的

純
生
茂
量
と
の
聞
の
離
反
を
粛
す
と
い
ふ
こ
と
が
設
で
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
右
引
用
句
を
理
解
せ
ん
昂
め
に
は
尚
一
つ
の
準
備
が
要

、.、.、.、.、，

る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
ピ
グ
l
の
供
給
慣
格
と
は
一
産
業
の
千
均
生
売
品
質
を
意
味
す
る
と
解
し
得
る
が
(
こ
れ
は
右
引
用
句
中
に
も
明

一
不
さ
れ
て
ゐ
る
)
、
更
に
別
に
『
限
界
供
給
慣
格
』
自
号
E
E
H
E弓
1
同
市
江

2
な
る
概
念
が
新
し
く
導
入
さ
れ
る
。
そ
れ
は
『
一
産
業
会

賠
の
生
売
量
一
軍
牧
の
増
加
に
設
営
す
る
売
業
全
鰹
の
生
売
費
の
一
増
分
』
で
あ
り
、
従
っ
て
一
産
業
会
睦
の
限
界
生
産
費
を
意
味
す
る
と

註
山
川

考
へ
て
い
l
A

。
こ
れ
ら
千
均
生
産
費
、
限
界
生
産
費
は
一
産
業
の
全
韓
生
産
量
に
闘
し
て
一
一
言
ふ
も
の
で
あ
り
、
均
衡
企
業
の
生
斎
量
に
闘

す
る
こ
れ
と
同
一
の
概
念
と
は
匝
別
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
私
は
此
の
国
別
が
本
来
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
を
問
ふ
後
者
の
場
合
に
固
有

た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
或
る
意
味
で
前
者
の
場
合
に
適
用
し
た
も
の
と
解
し
得
る
と
思
ふ
。

ピ
グ

1
の
奥
へ
て
ゐ
る
数
式
を
整
頓
す
れ
ば
(
匂

-
g凶
参
照
)
、

一

産

業

主

の

主

主

(

供

給

需

)

k市いにいい

恥

m

主如
1

吋
一
見
凡
ポ
円
ド
一
、
.
、
(
可
)

R
m
p
F
(限
界
供
給
債
格

)
l
F一
民
日
広
け
い

r二
件

一
7
h
b

一

会

、

「

(

旬

、

」

L

K

，

、

こ
れ
ら
の
概
念
を
用
ふ
る
た
ら
ば
、
前
に
引
用
し
た
何
の
趣
旨
は
簡
単
に
次
の
如
く
一
不
さ
れ
る
だ
ら
う
。

供
給
債
格
遁
増
の
場
合
H

限
界
生
産
費
は
千
均
生
産
費
よ
り
も
大
|
限
界
生
産
量
は
千
均
生
産
量
よ
り
も
小
従
っ
て
債
格
の
増

或
は
簡
単
に
¥
(
。

(1) 
加
分
(
私
的
純
生
産
量
〉
は
質
量
の
増
加
分
(
祉
合
的
純
生
産
量
〉
よ
り
も
大
と
な
る
。

供
給
債
格
遁
減
の
場
合
u
限
界
生
産
費
は
正
i

均
生
産
費
よ
り
も
小
限
界
生
荷
量
は
4
1
均
生
産
量
よ
り
も
大
l
従
っ
て
憤
絡
の
増

(2) 



加
分
(
私
的
純
生
産
量
)
は
賓
量
の
増
加
分
(
祉
合
的
純
生
売
量
)
よ
り
も
小
と
な
る
。

設
に
砕
地
べ
た
部
分
に
相
岱
ナ
る
ピ
グ

1

の
数
式
的
説
明
は
次
の
黙
を
切
に
せ
ん
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
ね
。
即
ち
一
売
業
の
金
生
産
量
を

y
、
そ

の

や

か

広

島

を

、

(

る

と

す

れ

ま

、

食

主

J
-
h
b、
r
r
r
r
T工
、
.
、

S
了
で
ド
足
、
)
+
¥
(
る
と
な
る
。
故
に
限
界

l

t

-

G

{

」

‘

守

生
産
費
の
表
式
中
に
は
不
均
生
芦
費
の

y
に
閥
ナ
る
微
分
に

y
を
乗
じ
た
る
も
の
と
平
均
生
売
費
と
の
利
が
一
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
O

K
F

口
信
回
乙
官
官

a
E
Z晶
子
M
M

・
Mg)。
そ
こ
で
、
平
均
生
芦
安
と
限
界
生
産
賓
と
の
闘
係
は
次
の
如
く
一
不
さ
れ
る
。

供
給
信
書
の
場
合
ー
す

)VZつ
ご
す
ミ
S
vヘ
S

供
給
慎
重
減
の
場
合
は
ふ
克
己
〈
。
従
っ
て
〕
、
ホ
た
い
山
+
¥
S
4
S

(司・∞

3
・俗、

I II 
私
的
純
生
産
量
と
一
位
合
的
純
生
産
量
と
の
一
致
す
る
が
如
き
場
合
の
生
売
量
を
、
ピ
グ
ー
は
名
け
て
『
理
想
的
生
産
量
』
己
g
H
O
己
HVH忌

と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
供
給
償
絡
(
千
均
生
産
費
)
と
限
界
供
給
債
格
(
限
界
生
産
費
)
と
が
一
致
す
る
場
合
で
あ
る
。
供
給

慣
絡
遮
増
及
び
逓
減
に
つ
い
て
は
こ
の
僚
件
は
充
た
さ
れ
ぬ
。
ひ
と
り
供
給
債
格
不
鑓
の
場
合
の
み
理
想
的
生
産
量
が
現
れ
る
。
底
で
ピ

グ
ー
は
い
ふ
、
こ
の
理
想
的
生
産
量
は
佃
K

の
産
業
を
分
析
し
て
知
り
件
ら
る
も
の
で
は
な
い
、
特
定
の
『
標
準
産
業
』

2
巳
E
-
P円
l

島
市
守
H
Z
H
H
ロ
PHZ宵
句
た
る
も
の
を
想
定
し
て
の
み
始
め
て
可
能
で
あ
る
と
。
印
ち
ピ
グ
l
は
前
に
、

た
と
全
く
同
一
趣
意
で
、
今
度
は
産
業
全
曲
胞
に
つ
き
標
準
産
業
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
売
業
は
貰
在
的
た
ら
や
ノ
と
も
い
L

。
そ
れ

は
自
由
競
争
の
下
に
供
給
債
格
不
饗
を
現
す
だ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
産
業
で
あ
る
。

一
産
業
に
つ
き
均
衡
管
業
を
考
へ

(
以
上
特
に

τ・
日
同
印
刷
誌
)
。

仰
々
の
産
業
は
此
の
標

準
産
業
に
合
せ
て
、
そ
の
生
産
横
張
の
度
を
調
節
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
供
給
債
格
逓
増
の
現
れ
る
産
業
は
生
席
量
が
過
多
で
あ
り
、
供
給
慎

格
逓
減
の
現
れ
る
産
業
は
生
産
量
が
過
少
で
あ
る
。
従
っ
て
前
者
の
生
産
摘
張
は
阻
止
さ
る
べ
く
、
後
者
の
生
産
損
張
は
奨
蹴
さ
る
べ
し

供
給
償
絡
と
生
産
法
刈
と
の
関
聯

fヘ
山
Ul 
¥J  

九
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詐
切

(

中

コ

i
m
-
-
3
。

第
二
税

O 

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

か
く
て
ピ
グ
l
の
理
想
的
生
産
量
の
主
張
は
般
に
名
く
れ
ば
「
供
給
慣
格
不
楚
の
優
越
議
」
に
他
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
、
官
然
聞
は
る

ペ
き
需
要
慣
格
と
供
給
債
格
と
の
閥
係
如
何
児
つ
い
て
は
、
ピ
グ

1
は
『
標
準
産
業
』
を
通
し
て
弐
の
如
く
|
|
ピ
グ
1
潤
得
の
諸
概
念

が
入
り
込
み
、
理
解
に
柏
面
倒
で
あ
る
が

l
l考
へ
る
。
日
く

『
或
る
産
業
に
投
下
さ
れ
た
諸
資
源
の
枇
合
的
限
界
純
生
売
量
の
慣
値
が
若
し
産
業
一
般
、
或
は
よ
り
厳
密
に
、
標
準
産
業
の
投
下

諸
資
源
の
吐
合
的
限
界
純
生
産
量
の
償
値
に
等
し
け
れ
ば
、
そ
の
時
該
産
業
の
瑚
想
的
生
産
量
は
達
せ
ら
れ
る
。
標
準
産
業
に
あ
っ
て

は
、
各
生
売
諸
資
源
は
純
生
産
量
限
界
分
の
慣
値
に
等
し
い
と
こ
ろ
の
車
位
宛
貨
幣
的
慣
値
を
受
け
る
。
さ
れ
ば
槙
準
産
業
に
於
け
る

理
想
的
生
荷
量
と
は
、
そ
の
生
産
量
の
需
要
債
格
を
し
て
生
産
限
界
分
の
増
加
に
従
事
す
る
生
産
諸
資
源
の
貨
幣
的
慣
値
に
等
し
か
ら

し
め
る
様
た
生
産
量
こ
れ
で
あ
る
』
守
・
∞
2
3
0

要
す
る
に
右
の
句
は
(
限
界
)
需
要
債
格
と
限
界
供
給
慣
格
と
の
相
合
ふ
こ
と
を
説
く
。
併
し
標
準
売
業
に
於
け
る
限
界
供
給
債
格
は
常

に
供
給
債
格
と
等
し
く
、
叉
生
産
諸
要
素
の
債
格
は
常
に
一
定
と
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
を
思
へ
ば
、
ピ
グ
l
の
主
張
は
要
す
る

に
一
方
に
生
産
諸
要
素
の
限
界
増
分
の
慣
値
(
即
ち
報
酬
)
と
他
方
に
古
該
生
産
増
量
の
債
値
(
故
果
)
と
の
雨
者
を
常
に
同
じ
割
合
を

註
的

以
て
維
持
す
べ
し
と
い
ふ
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
供
給
償
格
不
建
を
維
持
す
る
に
あ
る
。

誌
に
、
於
て
正
日
々
は
和
総
括
的
に
前
節
に
踊
れ
た
批
評
と
併
せ
て
ピ
グ

lρ
供
給
分
析
に
射
す
る
批
評
を
述
べ
得
る
だ
ら
う
。

先
づ
供
給
債
格
の
成
立
と
供
給
償
格
の
蟹
化
率
と
の
二
問
題
を
通
じ
て
、
出
グ
l
は
平
均
生
産
費
・
限
界
生
産
費
の
阻
別
を
用
ひ
て
ゐ



る
。
生
産
物
の
債
格
を
典
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
、
生
産
の
一
オ
プ
チ
マ
ム
乃
至
生
産
費
の
ミ
エ
マ
ム
の
決
定
を
問
ふ
場
合
即
ち
ピ
グ

1
の

い
ふ
供
給
債
格
成
立
を
問
ふ
場
合
に
、
生
産
費
の
右
の
匝
別
が
必
要
た
る
こ
と
は
疑
が
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
‘
均
衡
債
格
の
下
に
於
け

る
生
産
費
の
僚
件
印
ち
そ
の
ミ
ニ
マ
ム
の
知
如
何
を
ヰ
ね
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
供
給
債
格
の
務
化
率
を
問
ふ
場
合
に
は
、

一K
の
慣
格

の
系
列
の
何
れ
も
に
於
て
均
街
債
格
が
成
立
し
得
ベ
き
可
能
的
意
味
を
考
ふ
べ
き
で
あ
り
、
叉
何
れ
も
生
産
諸
要
素
の
最
も
有
利
に
組
合

せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
前
提
す
る
。
印
ち
生
産
諸
要
素
の
有
利
な
組
合
せ
は
債
格
饗
化
に
肱
じ
て
相
封
的
な
意
味
を
帯
び
る
と
い
ふ
風
に

考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
供
給
債
格
系
列
と
需
要
慣
格
系
列
と
が
相
合
ふ
と
こ
ろ
に
均
衡
債
格
が
あ
る
。
若
し
供
給
慣
絡
の
側
に

於
て
、
限
界
的
と
平
均
的
と
の
一
致
黙
が
考
へ
得
る
な
ら
ば
、
こ
の
黙
が
直
に
債
格
の
決
定
期
と
な
り
、
敢
へ
て
需
要
債
格
を
倹
つ
必
要

、

.

‘

.

、

.

(
水
平
的
供
給
曲
線
と
逓
減
的
需
要
曲
紘
と
の
交
え
は
均
衡
量
を
決
定
す
る
も
均
衡
債
格
を
決
定
せ
ぬ
)
。

ま
こ
、
0

・刀み

ι
し

-H々は
ピ
グ
l
に

於
て
供
給
慣
待
費
化
率
の
問
題
と
供
給
債
格
成
立
保
件
の
問
題
と
の
異
質
性
を
明
瞭
に
せ
ざ
り
し
賠
に
同
慨
を
懐
く
も
の
で
あ
る
。
さ
り
た

が
ら
ピ
グ
I
の
供
給
債
格
建
化
率
の
問
題
の
主
と
し
て
狙
ふ
と
こ
ろ
は
私
的
純
生
産
量
と
枇
合
的
純
生
産
量
と
の
離
反
に
あ
る
。
然
ら
ば

之
を
解
か
ん
局
め
に
限
界
的
と
平
均
的
と
の
同
別
は
必
要
か
ど
う
か
。
問
題
は
ピ
グ

1
の
言
葉
で
言
へ
ば
岡
氏
分
配
分
の
大
さ
と
い
ふ
こ

と
に
関
す
る
。
ピ
グ
ー
は
そ
の
大
さ
を
相
封
的
と
考
へ
歩
、
寧
ろ
同
定
的
と
見
た
。
そ
れ
は
次
の
根
操
か
ら
く
る
。
印
ち
ピ
グ
ー
に
あ
っ

、

，

、

.

、

.

、

，

、

.

、

，

、

.

、

.

、

，

、

.

、

.

、

，

、

.

、

.

、

，

、

.

、

.

、

.

、

.

て
は
常
に
先
づ
標
準
的
な
る
も
の
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
の
離
反
を
修
正
す
べ
き
こ
と
が
聞
は
れ
る
。
生
産
諸
要
素
の
慣
格
の
高
さ
に

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
，
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
，
、
.
、
，
、
.

B

B

、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
，
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
，
、
.

は
最
初
か
ら
椋
準
的
高
さ
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
生
産
諸
要
素
の
債
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
生
産
量
の
増
加
が
可
能
と
た
り
、
生
産
量
の
増

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

加
は
生
産
諸
要
素
の
上
昇
を
促
す
と
い
ふ
闘
係
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
い
。
生
産
諸
要
素
の
慣
絡
上
昇
は
購
買
力
を
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
は
佃
K

の
生
産
横
張
の
僚
件
で
あ
る
。
ま
た
、
購
買
力
増
加
は
或
る
産
業
の
不
利
な
る
生
庄
町
損
張
を
も
た
ら
す
場
人
け
が
あ
ら
う
。
こ

供
給
債
務
と
生
産
法
則
と
の
関
聯

(
山
間
)
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E是

れ
は
需
要
債
格
遁
械
を
過
し
て
生
産
問
止
の
僚
件
と
し
て
現
れ
る
。
併
し
ピ
グ
I
に
於
て
は
こ
れ
ら
需
要
供
給
の
作
用
殊
に
産
業
相
互
の

関
係
の
間
明
が
な
い
。
佃
別
的
な
礎
化
の
間
に
標
準
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
標
準
に
於
て
生
産
諸
要
素
の
償
値
は
プ
定
の
高
さ
を
持
ち
、
従

っ
て
供
給
慣
格
も
決
ま
り
、
生
産
憤
張
の
軌
道
も
定
め
ら
れ
る
。
個
々
の
管
業
の
聞
に
均
衡
管
業
が
認
め
ら
れ
、
側
々
の
産
業
の
聞
に
掠

準
産
業
が
認
め
ら
れ
る
の
も
そ
の
矯
め
で
あ
る
。
岡
氏
八
万
配
分
に
闘
す
る
此
の
標
準
主
義
的
な
解
決
は
、
そ
れ
が
寧
ろ
個
々
の
産
業
の
相

註
向

互
の
闘
係
か
ら
規
定
さ
る
べ
き
相
封
的
た
大
さ
で
あ
る
と
い
ふ
見
方
を
拒
む
も
の
で
あ
る
。

ピ
グ
ー
に
つ
い
て
は
以
上
の
考
へ
方
が
目
的
競
争
と
筏
接
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。
私
は
節
を
改
め
て
こ
れ
に
言
及
し
た
い
と
思
ふ
。

言主
(1) 

限
界
供
給
僚
絡
を
一
産
業
会
憾
の
『
限
界
生
芦
安
』
と
解
し
て
ゐ
る
こ
と
は
特
に
盟
関
C
P
K百
m
u
m
p
-
3
H
m
a
E
E
v
q
v
国

S
図。
B
U
r
s
a

ロ
P
H
H
G
U

∞-
M
Y
回
目
由
を
見
ら
れ
よ
0
4
3
4
0
同
君
。
に
は
此
の
用
請
を
見
長
け
ね
。

註
(2) 

こ
れ
と
類
似
の
考
へ
方
は

7
1
シ
ァ
戸
に
既
に
あ
る
(
『
原
理
』

V
-
m
・6
)。
ま
た
牧
穫
誠
一
減
の
行
は
る
込
産
業
と
牧
穫
遜
場
の
行
は
る

産
業
の
如
き
は
縫
定
閃
雑
で
あ
る
と
い
ふ
ク
ラ
プ
ハ
ム
の
非
難
が
あ
る

o
c
F匂
r
p
g
u
O片
⑦

BHd々
。
リ
ロ
ロ
q
E
U
r
C
H
S
-
出

gロ
c
g同。

lHOHqロ
mpH

5
M凶
・
之
に
封
し
ピ
グ
ー
は
『
笠
函
』
を
充
た
ナ
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
造
る
こ
と
を
直
に
不
要
な
り
と
は
断
じ
難
い
と
懸
へ
て
ゐ
る
。

(
同
誌
に
ピ
グ
1
の
謄
答
論
文
あ
り
、
倫
当
。

H
F
2・
匂
・
日
同
国
参
照
)
。

註
(3) 

こ
の
黙
と
和
符
れ
ぬ
ピ
グ
1
の
匂
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
節
の
最
初
に
引
用
し
た
ん
旬
の
中
・
-
を
施
し
た
る
部
分
で
あ
る
。
日
〈

の
償
値
と
社
合
的
純
牛
一
産
設
の
僚
伎
と
は
必
干
し
〈
な
る
で
あ
一
ら
う
』

C
r
自
民
)
。

『
+
右
し
生
斉
諾
要
素
の
投
下
者
が
費
用
上
の
噌
加
を
白
ら
負
携
し
、
そ
の
減
少
を
自
ら
利
ナ
る
な
る
ば
、
投
下
さ
れ
た
諸
資
源
の
私
的
純
生
産
量

こ
れ
は
生
産
量
の
増
加
に
膝
じ
て
生
岸
諸
資
源
の
債
依
を
翻
節

註
(4) し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
意
味
に
併
し
得
る
。
郎
ち
生
岸
諸
要
素
の
償
値
の
簡
潔
化
を
許
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

厚
生
終
済
事
と
い
ふ
同
じ
方
向
を
進
む
と
し
て
も
、
ピ
グ
1
の
考
へ
方
に
劃
し
て
は
穏
ム
ペ
な
距
り
が
意
識
せ
し
め
ら
れ
る
。
そ
の
根
本
的
な

も
の
は
こ
主
に
迷
べ
た
如
く
、
伺
キ
の
も
の
は
不
規
則
に
購
買
化
ナ
る
が
、
そ
の
問
に
悶
定
不
動
の
標
準
あ
一
り
と
ナ
る
見
方
で
あ
る
。
ピ
グ
ー
に
は



作
用
を
明
に
す
る
と
い
ふ
見
方
を
依
く
。
ピ
グ
ー
が
貨
幣
の
ヴ
ェ

l
y
を
剥
ぎ
と
ら
ん
と
ナ
る
要
求
の
た
め
に
債
格
作
用
を
明
に
し
な
か
っ
た
こ

と
は
肢
に
、
翻
同
博
士
『
債
特
闘
争
よ
り
厚
生
闘
争
へ
』
『
(
全
集
』

5
・
二
九
一
一
良
)
に
指
摘
が
あ
る
。

五

自
由
競
争
の
前
提

ピ
グ
I
に
於
け
る
官
面
の
問
題
に
つ
い
て
、

い
ま
一
つ
考
察
を
要
す
る
黙
は
自
由
競
争
の
前
提
で
あ
る
。
ピ
グ
l
は
生
庭
諸
要
素
の
有

利
な
る
分
布
が
自
由
競
争
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
ぎ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
修
正
の
必
要
な
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
修
正
さ
る
べ

き
黙
は
自
由
競
争
に
よ
っ
て
各
生
産
者
に
蹄
属
す
る
報
酬
の
分
析
か
ら
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
自
由
競
争
の
下
に
於
て
は
各
生
産
者
は

そ
れ
ぞ
れ
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
を
狙
っ
て
行
動
し
、
蹄
属
す
る
報
酬
は
均
等
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
損
張
に
基
く
供
給
慣
格
の
費

化
は
謂
ゆ
る
私
的
純
生
売
量
と
一
世
合
的
純
生
産
量
と
の
間
に
離
反
を
生
ヂ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
の
前
提
と
た
る
も

註

ω

の
は
自
由
競
争
の
考
へ
方
で
あ
る
。

自
由
競
争
の
下
に
於
て
は
、
各
生
産
者
は
私
的
純
生
産
量
を
目
標
と
し
て
行
動
し
、
こ
れ
と
枇
合
的
純
生
産
量
と
の
一
致
す
べ
き
こ
と

を
顧
み
た
い
。
底
で
、
ピ
グ
ー
が
私
的
純
生
売
量
と
吐
合
的
純
生
売
量
と
の
離
反
を
供
給
債
格
遁
増
及
び
逓
減
の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
も

の
と
し
た
こ
と
は
上
に
述
べ
来
っ
た
如
く
で
あ
る
。
併
し
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
少
し
く
訂
正
を
必
要
と
す
る
。
印
ち
ピ
グ
ー
は
、
自
由
競

時
ず
の
下
に
於
て
各
生
産
者
は
生
犀
費
の
ミ
一
一
マ
ム
を
闘
っ
て
内
外
の
事
情
に
埴
臨
ぜ
ん
と
し
、
生
産
諸
要
素
の
不
利
た
る
組
合
せ
を
避
け

ん
と
す
る
が
故
に
、
牧
穫
逓
減
を
伴
ふ
生
産
損
張
は
一
般
に
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
此
の
立
味
で
の
純
生
産
量
の
離
反
な
き
こ
と
を
認

め
る
。
た
ど
一
つ
の
例
外
は
外
岡
か
ら
原
料
共
他
を
輸
入
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
一
闘
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
悦
格
中
に
合

供
給
債
格
と
生
産
法
則
と
の
闘
聯

(
山
田
)

一一一
一一一
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究

策

君主

同

ま
れ
る
謂
ゆ
る
移
轄
部
分
が
相
殺
さ
れ
た
い
か
ら
、
こ
与
に
は
供
給
償
格
の
遁
減
が
起
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

号
的
供
給
償
基
化
率
一
、
-
L
一
(
山
川
)
+
〉
件
(
ー
む
+

----..-
¥/ 
( 
) 

は
一
般
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
併
し
外
図
か
ら
の
総
人
口
聞
の
盆
を

倶
絡
を
ん
と
す
れ
ば
、
一
〉
十
(
出
!
)
之
凶
作
(
i

咋
)
+

+
ミ
卜

+hi・品「
vc
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
す
の
で
あ
る
。

/

旬

、

¥

』

勺

ベ

w
・

A
M
、

こ
れ
に
反
し
て
、
牧
穫
遁
増
法
則
は
向
由
競
争
の
下
に
於
て
も
一
般
に
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
。
そ
の
理
由
は
謂
ゆ
る
外
部
経
済
・
内
部
経

持

z
g
E
P
-
Pロ
A
H
E
Z
E
P
H
2
0
5
E
U『
の
匝
別
に
基
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
闘
し
て
は
ス
ラ
ッ
プ
ァ
の
論
文

=
F
P
4国
主

E
E
E申

Z
H
H
Q
2
8
E匂
2
5
2
8ロ
仕
立
C
ロ
z
u
w
(
出
品
。
ロ

3
E
Z
旬。

HH『
Zhv】・

S
N
O
)
と
交
渉
せ
し
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ス
ラ
ヴ
フ
ァ
は
此
の
論
文
に
於
て
、
普
通
の
供
給
分
析
の
前
提
か
ら
は
た
ど
牧
穫
不
費
法
則
(
ピ
グ
ー
で
は
論
理
的
に
で
は
た
く
標
準

的
の
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
)
の
み
が
許
さ
る
べ
き
を
主
張
す
る
。
そ
の
前
提
と
い
ふ
の
は
自
由
競
争
の
保
件
(
完
全
な
る
も
の
と
現

註

ω

賓
的
た
も
の
と
を
分
つ
)
の
下
に
謂
ゆ
る
『
特
殊
均
衡
』
(
或
は
部
分
均
衡
)
暗
号
t
g
H
2
2
Eロ
ゲ
民
国
富
な
る
立
場
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
そ
れ
は
『
一
財
に
封
す
る
生
産
諸
僚
件
と
需
要
と
が
生
宜
伸
-
量
の
小
場
動
に
闘
し
、
雨
者
相
互
に
就
い
て
も
、
ま
た
他
の
凡
て
の
財
の

需
要
供
給
に
封
し
で
も
、
犬
謹
依
存
関
係
た
き
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
を
仮
定
す
る
も
の
』
(
匂
・

8
3
で
あ
る
と
い
ふ
。
ス
ラ
ッ

フ
?
に
擦
れ
ば
、
か
L

る
孤
立
化
的
方
法
が
絶
封
的
な
も
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
差
支
な
い
が
、
他
と
の
依
存
関
係
を
ど
う
し
て
も
顧

慮
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
や
う
な
問
題
は
此
の
仮
定
の
下
に
は
取
扱
び
得
た
い
の
で
あ
っ
て
、
牧
穫
逓
増
並
に
牧
穫
遮
減
の
傾
向
の
如
き
は

不
幸
に
し
て
此
の
種
の
問
題
に
属
す
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
円
く
『
若
し
「
回
定
的
要
素
」

8
5
S
E
Fロ
g
z
か
ら
起
る
牧
穫
遁
減
の

傾
向
が
考
へ
ら
れ
る
た
ら
ば
、
そ
れ
は
考
察
の
範
国
を
損
げ
て
多
数
産
業
の
同
時
的
均
衡
五
自
己
言

5
2阿国

Z
巳
ロ

Z
E
B
の
僚
件
の
吟



味
と
い
ふ
が
如
き
こ
と
に
至
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
同
時
的
均
衡
と
い
ふ
の
は
周
知
の
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
複
雑
さ
は
少
〈
と
も
吾

k

の
現
在
の
知
識
で
は
故
果
を
粛
す
こ
と
を
妨
げ
、
現
賓
の
研
究
に
適
用
し
得
る
だ
け
の
簡
単
な
様
式
を
許
さ
な
い
。
外
部
経
済
に
つ
い

て
も
同
じ
困
難
に
出
逢
う
し
、
ま
た
静
態
の
う
ち
に
外
部
経
済
の
基
礎
と
た
る
が
如
き
事
情
を
入
れ
込
む
こ
と
は
で
き
た
い
』
(
匂

-
E
C

と

ス
ラ
ヴ
フ
?
は
特
殊
均
衡
或
は
部
分
均
衡
を
以
て
今
日
許
さ
る
べ
き
唯
一
の
理
論
的
立
場
と
解
す
る
。

(
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
モ

ル
グ
ン
ス
テ
ル
ン
の
有
力
な
批
許
が
あ
る
。
氏
は
『
産
業
群
』

FeH3EO∞一円
-zEvo
を
遁
官
に
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寧
ろ
全
閥
均
衡

の
立
場
に
至
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
生
産
法
則
の
問
題
が
屡
々

mgHuq
ヴ
C
H
S

を
作
る
に
過
ぎ
ぬ
と
言
は
れ
る
非
難
へ
も
容
へ
得
る
と

註
切

言
っ
て
ゐ
る
。
)

ス
ラ
ヴ
フ
?
の
右
論
文
に
封
し
ピ
グ
ー
は

3
F
P
羽
田
広
島

B
E
U
Eロm
H
P
ロ白

E
2
2国
片

岡

岡

市

山

口

C
担

酔

=

(

国

g
p日
目
。
旬
。
戸
H
E
P
-
、
呂
町
)
を

書
い
た
。
そ
の
論
黙
は
内
部
経
済
・
外
部
経
済
に
闘
す
る
。
自
由
競
争
の
仮
定
の
下
に
於
て
は
内
部
経
済
印
ち
企
業
者
単
位
内
の
分
業
増

進
或
は
機
械
採
用
に
基
く
と
こ
ろ
の
費
用
節
約
は
起
り
得
た
い
。
若
し
起
れ
ば
競
争
に
よ
る
均
衡
は
失
は
れ
濁
占
の
如
き
現
象
と
な
る
。

ピ
グ
1
は
此
の
貼
を
ス
ラ
ッ
フ
ァ
と
共
に
承
認
す
る
。
そ
こ
で
問
題
は
外
部
経
済
即
ち
一
産
業
全
醐
胞
の
生
産
摘
張
に
基
く
費
用
節
約
(
マ

註
的

l
シ
?
ル
の
言
で
は
産
業
地
方
化
に
よ
っ
て
往
々
牧
め
得
る
経
済
)
に
あ
る
。
ス
ラ
ッ
フ
ァ
は
前
掲
の
論
文
に
於
て
外
部
経
済
の
原
因
を

寧
ろ
産
業
相
互
闘
係
に
認
め
、
従
っ
て
特
殊
均
衡
の
立
場
か
ら
は
こ
れ
を
説
き
得
歩
と
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
氏
は
偲
へ
一
産
業

全
鯉
の
生
産
横
張
に
基
く
外
部
経
済
あ
り
と
し
て
も
そ
の
場
合
の
生
産
の
小
増
加
は
費
用
の
上
に
左
程
重
大
た
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
こ
と

を
附
け
加
へ
て
ゐ
る
。
ピ
グ
l
の
ス
ラ
ッ
フ
ァ
へ
の
批
評
勤
は
外
部
経
済
の
影
響
を
判
断
す
る
に
は
生
産
量
り
小
増
加
と
生
産
費
の
小
増

加
と
の
比
に
就
い
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
に
あ
る

(
E耳
m
色
甘
2
2注
目

p
s。・
HV-zu
以
下
参
照
)
。

故
に
ピ
グ
l
の
批
判
は
極
め
て
局

供
給
償
格
と
生
驚
法
則
正
の
闘
聯

(
山
田
)

五
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伺 J

技

一
一E白-』
ノ、

部
的
で
あ
る
と
言
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
c

外
部
経
済
が
果
し
て
産
業
相
互
間
の
交
渉
影
響
を
顧
守
し
て
理
解
し
得
る
や
否
や
と
い
ふ
ス
ラ
ッ
フ

?
の
よ
り
重
要
た
疑
問
に
は
答
へ
て
ゐ
な
い
。
ピ
グ
ー
も
亦
特
殊
均
衡
の
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
た
い
。
若
し
此
の
立
場
を

と
る
な
ら
ば
ス
ラ
ッ
フ
ァ
の
如
き
見
方
に
至
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

設
で
五
口
々
は
ピ
グ

1
、

ス
ラ
ッ
フ
?
の
如
き
白
由
競
争
の
前
提
に
封
立
せ
し
め
る
意
味
で
、
信
4
1

ろ
産
業
相
互
心
有
機
的
関
係
を
理
解
せ

ん
と
す
る
一
例
と
し
て
(
前
述
モ
ル
グ
ン
ス
テ
ル
ン
の
他
に
)
ヤ
ン
グ
の
論
文
]
『

E
E富
山
口
市
川
河
合
作
号

5
自

己

国

g
ロ。
B
2
吋

g
m
g話

(
出

8
5
B
2
F
g
a
p
p
H
H
O
u
w∞
句
匂
・
。
日
山
吋

!
I
E
N
)

を
皐
げ
た
い
。
ヤ
ン
グ
は
内
部
経
済
・
外
部
経
済
の
院
別
の
陵
昧
た
る
を
指
摘
し
、

外
部
経
済
に
よ
っ
て
語
ら
ん
と
す
る
員
の
問
題
は
一
の
廃
業
の
・
費
用
構
成
の
上
に
反
映
さ
れ
た
外
部
経
済
或
は
狽
占
の
如
き
内
部
経
済
に

基
く
も
の
で
は
な
い
。
ヤ
ン
グ
に
撮
れ
ば
、
そ
れ
は
産
業
問
の
分
業
に
基
き
、

そ
の
分
業
が
全
障
と
し
て
迂
同
的
生
産
方
法
門

CE--E乙
γ

。回忌

4pυ
『
E
2
H
W
C白

C片
岡

V
E
E
R
t
c
H
H
乃
至
資
本
主
義
的
生
産
方
法

E
H
L
E
F
t
o
E丘
F
C
A
-同
官
CQdH口
氏
。
ロ
と
い
ふ
形
を
と
る
と
い

註
川
門

ふ
見
方
を
と
る
の
で
あ
る
。
右
の
論
文
に
於
て
ヤ
ン
グ
が
特
に
主
張
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
貼
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
周
知
の
命
題
た
る

『
分
業
は
市
場
の
範
閣
の
需
に
制
限
さ
る
』
と
い
ふ
傑
件
を
と
っ
て
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
進
歩
の
依
件
と
た
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
c

簡
単
に
一
一
同
へ
ば
、

A
B
二
つ
の
産
業
の
分
岐
を
考
へ
る
時

A
財
の
生
産
鏡
厳
↓
A
財
生
産
者
の
購
買
力
噌
加

;
B
財
へ
の
需
要
増
加

》
〈
'

B
財
の
生
産
擦
張
主
財
生
産
者
の
購
買
力
増
加

v
A
財
へ
の
需
要
靖
加

と
い
ふ
が
如
き
累
抽
出
的
な
進
歩
を
な
し
、
分
業
は
鱗
買
力
増
加
に
よ
り
潜
在
的
需
要
を
喚
び
起
し
、
更
に
分
業
を
促
ナ
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
資

本
形
成
に
要
す
る
時
間
、
立
地
関
係
等
の
制
限
が
あ
る
。



ヤ
ン
グ
は
こ
れ
を
名
け
て
『
相
互
需
要
』
吉
氏
官

c
g
H
F
E
E
L
の
法
則
と
い
ふ
。
ヤ
ン
グ
の
主
張
は
甚
だ
暗
示
に
宵
む
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
供
給
債
格
及
び
生
産
法
則
に
闘
す
る
何
等
の
分
析
も
一
不
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
売
業
関
係
を
全
躍
と
し
て
把
で
そ
の
進
歩
を

註
的

問
む
と
い
ふ
困
難
た
問
題
は
柏
紳
秘
化
さ
れ
て
ゐ
る
嫌
さ
へ
あ
る
。
主
口
々
は
消
費
財
生
産
・
生
産
財
生
産
或
は
農
業
・
工
業
等
の
諸
産
業

群
及
び
そ
れ
ら
の
費
用
構
成
を
確
定
し
、
供
給
債
格
及
び
生
産
法
則
の
問
題
を
い
ま
一
歩
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。
こ
れ

に
よ
っ
て
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
は
必
し
も
供
給
慣
格
の
不
費
と
同
両
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
ピ
グ
I
の
常
に
狙
っ
て
ゐ
る
生
産
の
オ
プ
チ
マ
ム
と
い
ふ
問
題
は
第
一
に
債
格
の
費
化
に
臨
じ
て
、
第
二
に
産
業
相

互
の
閥
係
に
臨
じ
て
、
相
封
的
た
も
の
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
併
る
に
ピ
グ
I
に
於
て
は
生
産
諸
嬰
素
の
債
格
を
一
定
と
す
る
と
い
ふ
仮

定
と
、
自
由
競
争
の
聞
に
標
準
的
な
も
の
を
想
定
す
る
と
い
ふ
限
定
と
に
よ
っ
て
、
以
上
の
こ
と
が
見
失
は
れ
て
ゐ
る
o

Z
口
々
は
生
産
諸

要
素
の
有
利
た
る
組
合
せ
が
債
格
に
従
っ
て
相
封
的
な
も
の
と
見
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
岡
氏
分
配
分
の
大
さ
も
産
業
の
全
障
関
係
に
従
つ

て
相
封
的
た
も
の
と
見
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
問
題
を
摘
み
直
さ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
息
ふ
。
厚
生
経
済
問
学
的
立
場
が
何
よ
り
も
先
づ
現
貨
の
分

析
を
重
ん
や
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、

z
n
k
は
ピ
グ
l
の
仮
定
を
承
認
し
得
た
い
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る

だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。

註
(1) 

ピ
グ
ー
は
単
純
白
由
競
争
巴
E
H
d
F
8
2
H
5
2巴
C
U
を
次
の
如
く
定
義
す
る
。

片
山
谷
駅
頁
点
引
が
支
配
的
な
市
場
償
給
の
下
に
出
来
る
だ
け
多

〈
を
生
産
し
、
而
し
て
償
給
吊
上
げ
の
白
川
め
生
産
制
限
を
な
さ
ざ
る
こ
と
を
以
て
各
白
の
利
舗
と
す
る
殺
な
枇
態
』
〔

τ凶
忌
)
で
あ
る
と
。

ス
ラ
ヴ

7

7

の
論
文
の
後
や
は
、
市
場
が
多
数
に
分
割
さ
れ
各
生
資
者
が
多
タ
と
も
犬
2

の
特
殊
市
場
を
持
つ
や
う
な
現
穴
的
白
由
競
争
を

註
仰取

扱
っ
て
ゐ
る
。
か
込
る
場
合
は
殻
密
な
る
白
山
新
学
及
び
殿
山
総
な
る
溺
占
の
何
れ
と
も
呉
り
、
各
生
産
者
は
顧
客
吸
牧
に
市
首
ず
る
市
場
駅
寅
安

供
給
用
問
絡
と
生
産
法
則
と
の
関
聯

fヘ
山
岡
¥J 

ーじ
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ノ1

HHEM-r。
丘
ロ
ぬ
⑦
同
市

@
U
2
m
を
障
壁
と
し
、
多
少
差
別
的
な
生
産
按
張
を
な
し
得
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

而
し
て
綾
穏
な
る
白
山
競
争
の

如
〈
費
一
的
な
均
衡
債
格
は
成
立
し
符
な
い
が
、
生
産
"
授
逓
減
率
の
減
少
が
需
要
の
弾
力
性
の
減
少
を
件
ひ
そ
れ
以
上
は
不
利
な
る
奴
賓
費
の
帯

加
を
衆
ナ
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
言
は
Y
家
一
差
出
入
あ
る
均
衡
仮
格
が
成
立
す
る
も
の
と
設
か
れ
て
ゐ
る
。
ハ
∞

Z片
町

p
r
E
d
d
o片

H
O
S
E
m
2
0・

5
・
2印
1δ

註
(3) 

。
・
出
C
認
の
口
弘
母
国
w

。
氏
。

g
p
cヴ
HbR@AHS
問。

mgFUHH白
出

z
z
u
p
g立
。
(
前
出
)
の
結
論
参
照
。
氏
の
『
産
業
群
』
な
る
概
念
は

訟
に
ス
ラ
ッ
フ
?
に
あ
る
。

註
(4) 

マ

1
シ
?
b
y
は
い
ふ
。

『
否
々
は
何
れ
か
の
積
類
の
財
の
生
産
の
規
模
の
崎
大
か
ら
生
ず
る
叡
崎
町
を
二
抑
制
に
分
っ
て
い

L

|

|
第
一
一
は
そ
の

産
業
の
一
般
的
後
遺
に
依
存
ナ
る
終
済
、
第
二
は
そ
の
産
業
に
従
事
す
る
個
キ
の
持
業
の
資
力
・
組
織
・
経
替
能
率
に
依
存
す
る
付
総
務
で
あ
る
。

前
者
は
外
部
材
料
済
と
呼
び
後
者
は
内
部
終
済
と
呼
ん
で
い

L
』
(
『
原
論
』

o
w
・
日
・

7
)

註
助
迂
倒
的
生
産
方
法
な
る
詰
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
ポ
エ
ム
・
パ
ヴ
ェ

Y
ク
が
利
子
論
に
闘
し
て
舟
ひ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
倒
、
ヤ
ジ
グ
の

如
く
こ
れ
を
諸
産
業
の
閥
係
の
基
礎
に
見
る
も
の
に
同

3
。
FHi巳
S
P
H
L
胃
D
山
口
注
目
。

P
E
M
U
-匂
-
S
以
下
。

註
(6) 

問。

H
W
E
F
J
4・
F-FH耳目。

m
g
z
早
急
戸
。

t
c
p
足
。
件
。
ロ
ロ
司

g
問。盟国
S
M円
cduぬよ
kr

ュrHF
出。。回

o
g
r
F
g
l
H
H
P
F
E
M
U
-
m・凶
UH
白
・
は
経

済
遊
歩
を
極
は
り
て
紳
秘
的
に
考
へ
て
ヤ
シ
グ
の
論
文
の
註
解
を
奥
へ
て
ゐ
る
。

ハ
一
九
三
一
一
了
一
ニ
)


